
LOVE'S LABOUR'S LOSTに於ける学問と教師とに
対する諷刺

中村六男*

Mutsuo NAKAMURA : Shakespeare's Satire on Learning and Pedantry in Love's Labour's Lost

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　なく王と行動を典にすることを淡恋する。共処へ阿呆者

　　　　　　　　　　　　　1　　　　　　のC。・…dカ£巡：“th．o　Dull　t・連れられて輪．彼1畑

　’Shakespeareの極めマ：初期の作晶（執雛1593～4，　　轡娘であるJaqUenettaと宮姪のparkで迎i遁して居る

St，HW1598）鮮獣伽℃眼のPt．£ltilで｝漁始で論　所をf…m・・i・・1　S・・ni・・d・Gl轍・慨ているD・・

、とさ燐われているL・v・・s・L・b・ttr，s　L。、耽灘醐であ　Ad・i・n・d・A・m・d・に見イ扮り，巡伽D・11圏1渡

・る。勿論灘ゆ血脈が力強樋つてし・る蜘ll眈の㈱，　されたのであつた・D・ll　1’at　C・・t・・d塀微述べる

・に隈つたわけではなく，彼の他の作晶にも一一一般に考えら　　　Armadoからの手紙を拙…つ℃三1：三の許にCostardを引き・

れて・・翻」、・・論號とが嗣建るのである劣1，こ繊　r・：℃て靴のであつた・三撒C・・…dな一週醐と水

曲の磁にその主な特微が誠刺にあるものは他にi窟ないの　　　だけで断食なする様にと澗を鱗い渡す。

である。この戯曲鳳一般の鵬の為に穣1かれたもので1－X　第調・A・m・d。は彼例姓で才気に鵬たM。・h

なく，宮廷人のために，或にJ．D．Wilsonのi溺様に　　に近頃膚分が憂欝になつた1颯i三年聞学問に専念するこ

凱賢ど瀦謙農3饗奪難踊紫撫．　誌1三欝薇濃鱗縦凝響窯島鐘誰暴

nkf。・dやC・mb・idg・の卒鞘を鞘する彌The　対する・甦A・m・d・｛’XliidilEEt＝陥つたと罐も秘・

‘third　Vniversity・であつたLandonのthe　Inns　of　　　それに対してもMothぽwitを愉侠にとばす。瀧に

・C・u・・の学雌の為｝・糊。たものであると詠様。に　A「mad°臆の牢艀は」・q・・・・…であ祝とを打脇

動れている．と｝・かくこの戯曲は当時の轍人・dkl　gR　ける・恰麟処へD・IIがC・…rdとJ・q・・n・・tnと

・として齢れ，伽繍で畷初・上・n、・il＄in．たものであ　を遮れて来る・D・11｛洩王からのC。・…dに対する馳

ると獣て騨激い様である．それならばこ嚇殊な　A「mad°｝晦え，　C・・ta・d｝敷A・m・d・鰐1・に監禁翫

翻刺劇ほどの様な内容を持つた戯曲であるのだろうか。　　　て一週聞断食することになる。Jaquencttaはdairymaid

・先ずその概梗を述べよう。　　　　　　　　　　　　　　　　としで働くことを許されたことをもDull隙Armadoに

　第一幕，藥一場。N・v・…王F・・di・・nd購従の　伝える・A・m・d・IOr・J・q・・n・tt・に徽を恋し℃・・る

貴族三名B…w・・，L・・g・ville，　D・m、i。と共に伽　 と打棚1ナる・彼如；それ撚気にしなV・・D・11が

：宮廷を一種のac・d・m・として，　1，k：処で三年間世間との　Jaqucnett・髄牙・去つた後恋の敵と転えるC。・tard

－一ﾘの交渉を断つて学問に専念することにする．其間は　をひど欄してやらうと云う・M。thに命じて彼を連夫

愛とか寓とか輩葵なることなどは一切避けねばならない　　　らせ・牢に人れさせる。独りになつたArrnado　lま独白を

のであるが，更に宮廷臥全くの女人禁制，而も＿週階：に　　　婆る・了aquenettaと云う身分の卑しい田舎娘を愛するこ

一日は断食，飾｝オ；旧一鳳楓民ぽ一日講間，居眠　とに依つて国王との菰糠髄え，縮を破つて虚徽立

厳禁，と勤きつい生瀧することを縮づ一る調時に　eeすることの苦悩を述べる・併し恋に聞麺ぬ・隙と

撒震な勅令醗して女人が艇に近寄るitと篠じ双　しての彼も愛の為には駄も鵬捨でる気になる・そし

男が女と話し合うことすらも禁ずる。Berowneのみh；　　て恋のsonnetを作ろうと云う。

その余りに苛酷なるな驚き且つなじるのであるが既に宣　　　錦二幕・第一場。　フラソス王女が魑従の三人の女宮

誓をして了つた後なので今更販りかえしがつかず，止む　　　Maria・Katharine及びRosalille・祷従の貴族Boyetや

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　其池の者，随行者達を従えてNava：re三Eの宮廷を説・れ．

＊側厭学繊維学部英語研究室　　　　　　る。王女はAq・it・i且・に関する霞大ゐ個辮をNava隅
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三Eと交渉する為にNavarreに来つたのであつた。併し　　　貴族達，穣従者，臨　及び猟場雷人がIEI女歓迎の為に催

フヲソス三E女は来髄の途上三Eが挙1置蒋念の為に…三年闘宮　　　された鹿独に来るoヨ三女1瀧小藪の蔭に設けられノこ二台の

難にな人禁、1翫っ勅令な公布したとの噂をきき，王との面　　　上より走つて来る麗を弓で射止めることになつてい

談の困難なることt「iiご懸念する。其処でまづ箇Boyetに命　　　る。その台へ猟場番人に裟内罰して行くtSl・lilで三1三女剛呵

じて予備交渉に1「1らせる。：t’，’1：闇薫人の女営と三Eの宣暫仲　　　呆者のCostardに蓬う。　Costard醸Berowne　より

間の三人の貴族朔樫iご始めるΩMariaはLongavnle弘　　　Rosaiincへ手紙刎響1まれて来たと王！ぐにrl1・げる。そして

KatharineはDumainな，　RosalineぱBerowxxe　　　q三紙をヨ…女に渡すが，その乎紙汰ArmadoよりJaque一

弘それぞれ知つて槻つて，亙にその知つて屠る相乎を　　　nettaへ渡してくれと頼まれた恋支であつた。それを闇

璽めたたえる。ヨ三女は三入の女窟が…三人の貴族をそれぞ　　遡えで渡してrう。王女はその誌張に満ちナこ二脊妙な交体

れ既に恋しているのでll；ないかと驚く。やが℃Boyet　　　で揚かれたArmadoの恋交をBoyetに命じで憐の脅に

が帰つて’来て，ヨ三欧既に罷女力圃拝の資渉に来たことな　　就み聴かせる。COStardはな鳳もその手紙ほBerowne

知つて居り，王及び鋤鱒も会談鵜灘倦して屠るが，　よりR・salineに渡し℃くれと頼蔚した弔緯eあると爵

三ε城には入らせないで門タト刎鞭にで面会凌するr：）もり　張るので，三E女｝泌れなR・salincへ三繊しで従滞瀧

で居ると：E女に報告する。其処へ三1三の一行がやつて濃　　　4蔓にぬ虫る‘，後に残ったRosalinc，　B　oyet，　rvlavitt，

る’。Novaryeヨ三とフジンスヨ三女剛幾1ミllに窟んだ会話な　　1〈atharineはCo＄tard聖含めて用当に卑男撃オ1：意1量櫨iご博

皮切りにAquitaincにかかわる塗ミ談を始める。　併し共　　　　つたpunsやquibblesや　wits　融用い℃随分と鰭肇1｝

riの館炎では変瀕調三とまらり㌔翌1ヨへと延期になる・　なrl禽戦なやる。艦’の遡ミした籔（1・stard圃；B・y・t，

ヨ縁三1汝を宮姪に招い℃とめることほ出来ないが，門外　　Armado及びMothに就い℃独白なやる。

の原に1ノつらつた幕羅で充分に欺待する冒を膏げ℃立宍　　　第二場。被侵のHolofernes，牧師舗のNathaniel　／（’．

る。Berowne，1）umain，　L◎ngaville　｝’kそれぞれ梱手　　　び巡1舗のDullがフランス三E女がlli｝1！二めた鹿に・：⊃いて糖

の女官の艦をBoyetに尋ねるが，　B・yetは1幾窪i￥に蜜　　している。HQIQ£emcs　l漁嗣に湖蒋栄71勺にイタリー語

んだ応筈なしてその名なあかさない。Navarre罷の伸　　　くずれのLatinな盛に用いでDul！の無栄療ご蔑む。誰i

間が帰つて後Boyetは三1三女や女官逮と話なサる。彼F－3：　　庸のNathanic1がこれにFllする。　Dul！瞬4けないつも

Navarre王がフ〃ス三｛汝の糊1拠すつかり鮒し込ん　　りでH。1・fernL’s匿激かける。　H・1・fernesはそれ聖

で了つ℃屠るなどとヨ三女に告げる。やカミて三E女一行は幕　　　解いて誕に一閥Dul1の無学をll憂む。　HQIQfemesは蓋

鷹に引ぎあげる。　　　　　　　　　　　　　　　　　　女の臨狢について即興の詩を作る。無闇矢鱈に頭韻6if｛1

　第三幕・噛第一一場。Arrntidoと彼の！」、姓Mothとは擢鞭　　　した窃妙なくだらない詩である。　Nathaniclはその譜に

について語る。Moth｝よ子供のくせにそれについて種　　対して絶大な讃辞凄使つてほめる。Holofcmes｝瀬繭

々様kなことを述べ立てるが，それ憶観察に依つて知つ　　に嗣專意になつて，自分の様な詩才にたけた大兜坐の下

た所であると暑う。そして∫aquenettaに惚牙t込んだ　　でほ教会区の子女は阿導教蒋に不膚出隙態劇オ1しないの・

Armadoをやじる。　ArmadoはMothに命じで阿呆　　だと大いに威張る。其処へJaquenettaとCo＄tard

者のCostardを牢より連れ出させ，彼を自由な封’にし　　　がやつて来る。　JaquenettaぱCostardカ“1、llつて褒た

てやる。併’しその代りにJaquenettaへ恋交を拷つて行　　　Armadoからよこしたとi蓉う手紙なNathanidに諦慧

く様にと頼む。それで報酬としで3fartbingsを与える。　　んでtia”5。その手紙ほBerowneからRosalineにゃっ

AmladoとMothとが立宍つた後Costar（！は貰つた鞭　　た恋のsonnetであつて，それな阿呆者のCostardがlrl1

酬をよろこんでいる。其処へBerowneがやつて来る。　　違えてJaquenettaに渡つで了つたのである。その請は

彼も亦Costardにフラソス王女がその日のCF”後にヨ三宮　　Alexandrine　verseで霜か；｝Lた相当な詩であつたので

のparkで狩をすることになつているが，その暗にその　　　あるが，詩才の欠けたHolofernesは如阿にも大象

附添えをしでいるRosalineに恋文を手渡してくれと　　　らしくその詩を酷評する。　Jaruenetta　lオL外国の女ヨ1三

頼む。　CostardはBerowneから報酬として蔵つた　　　（strange　queen）の貴族の一入であるBcrowneと紫う入

12ペソスをよろこびながら立虫る。彊erownelよ憂女と　　　から彼女によこした手紙であると漱・ら。　HoiQfcrn船は

Rosalineに対する恋の独白なする。　　　　　　　　　その手紙のsignなどを調べて，それ臨Eと掌間のため

　第四幕，第一場。王女，Maria，　Katharine，　R・saline，　　に誓を立てた仲間の一・入の∬erQwn。の恋文であること
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を発蟻Lし・慰の電火なるに驚き，t勲こその手紙細aqu臣　　　等が．立：てた規則を犯すものではなく，叉誠に背くもので

nettaに命じて三Fに腐けさせze。彼女にCostardを連　　　もない1｝1を讃明し℃くれと頼む。其処でBer。wn。は恋

れ℃立去る。H｛，loferncs｝洩先生の特権と1して教えFの　　　愛讃葵の長塀舌を振う。蕎入はこれより大いに恋人灘な

家に御馳走になりに聞渉1けようと態う。Nmthanielな連　　　楽しまぜご，求婚に突進しようと蛍脅つて立爵るn

れて行つで御馳走frl澗にしてやろう，序にDu11な4：，そ　　　　第薫幕，第一場。　Holoferries，　Natha1恥1及びDuUが

の食h：に招待しようと云う。そ．し㌧C其席で13erQwneの　　　登場するが，　Nathft，　nielぽ例の如く謂つ｝C，｝lolofernes

詩がくだらない｝謹であることな論明し．てやろうと愛いな　　　がヒ旋の宏での肇1馳走の庸で述ベヂご雷飛な「1耽極めて’

がら二人を連二11．去る。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　重艇め為。Nathanielは：F手：なラテン’語な1時液硬うので

　第…三場。Berowncが恋（つS・nn・tを醤いた1証幟抽つ　　ある｝う1：，モの閥違をH。1Qf。mcs畷1摘1／r一無闇に｛il鋤

て現われ，Ro＄alineな丑！iL’てすつか｛）蝿欝1’：なつてし　　　う1こラテソ語な使つてArmadoの人物の批1坪なでぞ；こす

まつたことを独臼す♪b。もi；’こうない二）；；’・：からには他の三　　る。：其処へAvmadoがMot11とC・stardとを燦払で

人が叢でも：K，f　itっゐこいと鮫弓．其処へ恰度王が恋のsonnct　やつて来る。　H。lofern㈱とA虻madoと1瓢口何にも煎

を謝いた紙を梛・ごやつ割萄。B・r。瓢暇ゴ醐にf：つ　大ぶつた挨捗な遡・。その．：訊は｝議を始めるのであるが

て捜聞に隠れる。三EはBeroWneが樹上から見ているの　　Mothは盛にHdoforI、“sなwitを用い“（：からかう。

に、f寸かず，薫女に対する恋の譜を㍊iむ。すると次に，　　　Cstardも「1更ヒけ二さむ。　Armado鳳Hol《｝f“rnesが鮫長

Longavilleも亦恋rt）S（mnetを雷いた数枚の紙ゼじ手に　　　であることを知つて，舞需に酌；穴振つ：1：二妙な黛廻しなし

しXtrがら現われる。ヨ三はこつそりと戴蔭に隠れて集鱒。　　　ながら，ヨ三女を款祷する余興をやる様にどFから命ぜら

Longavilleも亦Mari‘Lをこ対する恋のsonnetな髄む・。　　れたので；』ゐが，その援効ξ1：t，てq1，とHQ1｛｝fヒ｝m¢sと

其処へ今1魁よDumainが同様にCatharimに対S”　IL；t：、i　NathanM、！二に！蹴∫。　Holofしうrncsl麟L速引・．。けでNine・

のSQ！metな樹いた紙を等ilこしなカ：：ら・やつて：嘔る。Lon跨　　　W‘）rthie＄　（’L義1越を…陰）ゆpageantな．E：k．の前で演ずる様

avi1lcも傍に隠れ℃彼な慰ヂる。　DumainはCatharlne　　にとすすめ，その役’膿じ皆に，忘・りあてる。

の黄しさを蛍讃した後そ．の恋の詩繍党む。そし℃1三も，　　　第二場。三1三女，Maria，　Katharino及びRosalineが

BerQwneも1・ongavilleも恋にll魚つて層れぼ臓分だけ　　　登揚し，薫女ぱ薫から恋の印の贈物を沢【L「受1ナ，　ll繁の詩

が誓准破つ湘ことにならないからいいとそ才・しな希戴す　　も送られたと鱗う。CatharinoがRo3alimをdark　lady

る。するとLongavillcが現われU：｝てDumを1inをなじる。　　　（色黒淑女）とi滑つたことから両漸は磯禍1な用いて’．1，」：に

それを見てヨ三が現われ，L。ngaville及びDumainを萱｛　　「：！合戦をする。王女は淑女熾に阿か恋人から蔵つたかと

め，あの様に熱誠をこめて誓つた解琶をかくも無欝に破　　　賜ねる。Rosaline甑Berowneから恋の印の贈拗と恋

つたことをBerowne力聞いたならばどの様に蔑み罵る　　　の詩な送られたと鼠い・Catharine』厭1）umainより芋

であろうかと云う。莫時Berowneが枝の閥から現われ　　黛とヨド常に多くの恋の譜を受けたといい・Mariaは

て，ヨ三を始め他のこ入を猛烈になじbWめる。そして隣　L。ngavilleから非欝に長い恋交と期漁鎖を贈られたと

分こそ班直者で誓な守つて来た・・1ト入であると勤。そ　…罰・彼女1’ii？　t6二齢かしがる・そしレご才人が恋に溺れた

して急いで立去ろうとする恰度共処へ　丁aqUene．ttaと　　　提馬鷹らしく可箏しいものはないと爵う。其処へBoyet

c。stardがBerowneからRosaline宛の例の恋文を捲　　が急いでやつて来て，三1三と紳一1：達が11Jシヤ人の仮装をし

つて来て王に提出する。王はそれをB。rowneに読めと命　　　MQthを先払いとして，彼女逮と会談叡ノ，求婚なし，ダ

ずる。Berowneはその手紙を引裂いて了う。Dumain隊　　yスなしにやつて鐸捧ると告げる。三E女1焔人皆仮測をつ

その破られた手紙を捨い繋めで，それはBerowneから　　け，三Eや紳：ニヒ達かvi）贈られた恋の印の贈物をおαに駁換

・の手紙であると鼠う。Jaquenetta及びCQstardな聡り　　えて身に附ける様にと云う。そうすれば彼i司；は恋のi…Pの

退去させた後，Berowneは遂に白状する。そして自ら　　　贈物を口当てに鷺寄るであろうから聞違つた入をその相

の恋人Rosalineを絶償する。すると三Eは王女を護美し，　　　墾にするであろうと蓉う。そして三E女｝鷲Eからの贈物を

他の二人も蕎自の恋人を褒めたたえる。凶人ほ各々自ら　　R◎salin。につけさせ，肖らはBeroWneからRosali配へ

の恋人を誇大な言鍍を用いて霞罎し合い，他の恋人を販　　　の贈物をつける。Katbari鵬とMariaも蕎自の恋人よ

し合う。併しやがて各人は皆誓を破つて了つたことに気　　　りの贈物を驚換して身につける。三Eや糾U：3．巨はからかい

付くo王はBerowneに彼導が恋をすること1］二決して彼　　気分の余興として仮装して来るのであるから，次の機会
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に仮面を取りはずして逢つだ1寺に彼等が各肉の恋入と閥　　　まく叢現出衆ないpageantに却つてなカ・なかのILIi旧叫i

違いてもらした秘密を正1：に暴曙して大いに嘲笑してやろ　　があるからp｛塒三a就なやってもらいたいと云う。共処

ら，駅ズソx　V，it　／．て麟：らないと三E如1淑媚皇1蹴う。　で珍燃：W。・・hi・・s・・P・・gea・・がC・・tardr　Ni，　thanit：1，

三E女や淑女達が仮面癒つけた峙，粥1臥がなり，黒人弼窪が音　　　Holof。rnes・Moth・Armad（，に依つて汽懸1ぜられるので

楽撚レM・・h慨触舜硯耽手に1．，三磁瞬！臨髭　あるが・皆蝋かi：）さんざん！恥れ一’i‘ξII坤果針k

が。シヤ人の仮装と仮面と捌’ナてやつ錬る．これよ　pag・・賦の刷・にA・m・d・，とc・融1が」・qu…tt・に嘱

倣融1が始まる。M。・h力魂触掴上を始めるど1な　集だ敵のー髄大　｝臓すると罰イ傑C；』る識圏験

や淑女融澱に背を向けf．．・：rう謀B。y・・力破をから　然M・・cadeと云う［鯉伽1ミて7ーノラ・以Eの脚㌧1瞬階

か弓。M。thはその為にづ一つかりrl」なかき乱されて，1’　を伝身，る・三正三瞭即，　W。・・hi・・礪1i｛じて、’蝋園聯｝

どうもどう欺つ飲失敗に終り，B…wneに叱昧　ゴ愉奪｝ずる誇脚“欄r」劉　椥」二’耀い・鮫μ漁細
℃立夫る。1嫌1吐幽虚ダソスビじ璽寒求するが臨まれる。　　に変る・，ヨ三女は二Eにナqして今迦の反抗酌な噌1プ・li勺な蹴媛

各砺r夙：llとR…li・・，　Be・・Wll　tlと1汝，　Duniain　舗び，［1脚瀬求1卿・ごll／繍・てくオ1’汰・・二と‘liご感・ii3S

とM、，i。，　L。。9。。i11。と1〈。・ha・i・・，と　汀繍難する。　1・，些駿・認・フラソ’Kへ1・i・｝らねばな馳と瓢そ｛）・　，，1三紳II

そして三1三及び紳士」鋤」：二E女や淑女雌にすつかり1冑1騨され　　　：1：違に今迩とつた行勘の理山癒説F肌’t真II旧にな㌧ブご

て楽柳黒人融融て迎1ける。B。y・tは服で榊　更に〉購する・すると・E如；三｛三に対して，　hll：に1可働照

一正磁はその企図が大拠敗に1徹して了つたので阪裟なすて　　　る影もなく荒れ果てゾこ人こ購1傍Lた此の枇の嬢楽の71：い隠

て阿び求婚をしに来るであろうから，仮面凌脱ぎ，恋の　　　潔の1線こ．得きド磁据閲撮や断食やっらい1薩沿に堪え，うす

印の贈物をもと通りに取換えた方がよいと歎う。今度逢　　　い鷲物を蕉て過して後もなほ彼女への愛が変らないなら

つたならばロシヤ人め仮装をして来た者共を大いに嘲笑　　　ば，求婚に応じよう，其間自ら鳳父ヨ三に対澄る51ごに服し

してやろうと黛い，王女や淑女達は大急ぎで蒜爆iに引き　　　で父ヨ三なしのんで泣いていようと公う。ll湘こ必ずヨ’如～）

上げる。三E，B・・。wn・，’L・ng・vill・，　D・main　l蝦増；の　要茄酌1鰯しようと；…cう・K・th・rinqPu・…inに

本来の服装で再び来る。ヨ拡B・・y・tに激や淑女を呼　対しで｝1と1糠と脚〔と》要求の柴件とし・i2ヵ月～コ

びに行かせ・る。BerowneはBoyetと云う人物を批舗す　　　日後に王力li女の許に來る時に慕をこ随つて慕て求娃宇する

る。三｝撒M。thのrl上なすつか1，罷乱させて了つた　　様1・こと云うc，　Mariaは1・ongvaVeillctに喪のあける一一・・1¢

Boyetのi懲に1を述べる。其処へBoyetの案内で｝な，　　　　閲をf渉つようにと要求する。　RoSalin¢1’；に　Berowne｛こ

R・・aHn・，　Ma・ia，1〈atharineが従者を従いて醇び来　　対して，ユ2カ月闇蘇日1．1のきけないli”i’入を謝’し一C“，　VFIrく

る。三Eは三E女一行を宮廷に蒸内しようと鱗う。所’がヨ三女　　　衷れな人・・犠蛮L舞い，話なし，機智の薫力を傾けて鞍し

？i；Eの誓を破る原因となること橡嫌であるから相変らず　　　んでいる人々を災わせてやることな要求1．・，もしそれな

野原に留ると云い彊る。野原でも結構である。つい光程　　　実行L、たならば求婚に応じようと黛う。興処へArrriaclo

もロシヤ人逮が波女達を訪れて蔵白かつたと淑女遼賦語　　が丙び．、1蔓て，彼はJaquenettaの為に駕益離1鋤を販るこ

る。王はそのPシヤ人達が叢と紳士達とであつたことが　　　とを誓つたと或う。そして彼等の演したpageant　8ヒ・終

彼女達に既に知られて居つたことに気がついて，気が遠　　　にゃる予ノ遣であつた鎚と郭公鳥をたたえる歌をうゾ1二浄）せ

くなりそうになる。Berowneは今後は一切の1撚1漉捨　　てくれる様にと≡Eに願う。王が諮：したのでHolofcrnes，

て，卒直な籍葉で求婚しようと云う。王及び紳：⊥；逮ほさ　　Nathaniel，　Moth，　Costard，其他の連・ITも来て冬と蕃

ぎに女入禁捌の誓を破り・今また仮装をしていた時に冊　　とに職t，冬1燥を代表し，梱汰郭公臨を代i凝し，1”b：

違つた相手に求婚して誓つた宣誓を破らねばならないと　　合嘱し合つてこの劇よ終ることになる。

云うさんざんな購に陥る・Be「°wneはB°yetの講　　　　　∬　　　　p
にかかつてこの様なひどい目にあつたことを見抜き，す

つかり降参する。其処へCosmrdが来て，　Ninc　W。rth一　　　以上の梗概から署々ほこの戯曲の構造と話の筋と顧｝｝I

ies（九英雅）のpageantを余興としてやろうと思う　　　り偲るのであるが，撰造としても決してこれと云つて巧

がどうかと尋ねる。王鳳彼等の仮装劇だけで恥ぽもう沢　　　妙な所を認めることは出来ないし又劇全目この組立は寧ゐ

山で，この上くだらないWorthiesのpageantで恥の　　拙劣とi蓉わなければなるまい。又話の筋としてほ登上1＼

上塗はごめんであると云う。併し王女ぽ熱心の余り，う　　物の鋤ぎが少なく，変化も乏しくて・筋によるi蝋桝を



中村：Love，s　Labour，s　Lostに於け、る学問とi教師とに対する課刺　　　　　　　　　　　質1

欠いている・更に登上人物と働，・瀞規てもN・v・rr・　th・m…p…，・・！y・・ens・・f　we・・i・・ss三・・he

ヨ三，B・・r・wne，　Dumain，　L・ng・vll1・に対・照させてフラ　r・ad・r・r　sp…tatQr．　The　individuality・f　cadh

ンベ三1．汝・1　og．　a・1ine，翼atbaril鶏，　Mariaと胴蹉させ，　　character　is　slight…・………一．

文Am｝ado　に対し・（r　J，aquenetta，　H〔〕10fernes及び　　　　　The　end　of　the　Play　is，　to　an　audienco，　emin¢nt1y

Nathanic1に対’Lげて：Moth：極びCostard　などな対・照　　　 unsatisfactory；no　definite　result　is　atttiined，　and

憲せて所．See－－9fiの左・俘1・1．：1対／i勺な均耽醤をつて’いる。共故　　the　spect・t。r　is　9．　in・ply　lcft　t。まmagin・that，　il・

に筋の単純さは．人ll勿酉澱の単純さに依つ旨⊂益々平．∫燃：も　thc　cQ・rs・・f　ay・・・…。，　the　v・・i。us　c・uP1・s，

　のになつている。其導入物の性絡としてもBerowne，　　　malc　and　foma玉c，．are　joincd　to欝th¢r　in　holy

H・1・f・m・s：1船瓢・thに働・に兇る・・遭も・効・：脳だ　m・t・im・1・y　…………・一…・一．

、けで，其他は」鶏【1その持微が殆ど同じで，距とえ」二．1ボド　　　The　COIIIic　alanlent　is　infinitely　wcakcr．

　品の叢Mこあるにし．てrも，！1三命を誘寺たない一・’一種の1コボット　　　　とi浮1，．，℃いる。其故に戯鵠として：はこど5見ても：耽派Z：！：　fG．…

　に1幽ぎないと罎・つでもll亜習で1・t）；殆どなかろう。夏費こ又こ　　　　品と灘うわけ’にセゴ：いかなくなる，

・の戯「：臆卑狽な冗羅炎など多く，特に≦駆儲…磨暢の終り　　然るに・今卿Hjここ例馴1がi・脳に監L直戯しる様にな・）・C

　の部分の様に淑．女灘て！三でも平気でそ・牙1濯ヒ話し舎う。こう　　　；液た。F．E．1－lallidayの批言乾粟に載録され、ているVYraltexr

した理1土1から従・健の戯i「illの批評は袖1，｝1．．くなかつた　1’ater　6，APP・。・i・・ti。n・の中簾灘｝こ｝：！こ，

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（B）

のである・例へばF・E．rlaU漁yの雄録L承二批訓囎　　　　As　hiippcnhh　with　every　true　dratnati．sts，　Sbak臣

癒じ泌と’　Jc・hns・！hρ評も余りよくない。たとえ　　9．・peare　is　f・r　thc　m・・st　part　hididcn　．beliind　th｛1

「（Z；olsi）ridge　llよこ：f’1　f’1・t1・1・1「［に　Shakcs1⊃ear“　と1：1．≒う天．．ヂの　　　　porsons　of　his　creation。　Yet　thcre　aro　certa｛tl

別朝㌶婿濾め，；興ll1藤；弾1！1などにそ・の1博｛敷聖漁i祝し．，．又　　　　　｛》f　his　characters．　in　which　wc　feel　that　th“re

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　も
・1・・n・n・v・r・・ffi・三…ly・dmi・・tbe　w。・d・rf・1　i…m。・hi・9　gf・蒔P。・…i・…．・＿，ny　Bi，。。，　i。

actl・ity・f　th。uE；，11t　th・・軸。・t　thu　wh・1・Qf　th・　L・v・，・L・b・u…L・・らi・p・・haps　th。　iu。，t，t，il“i，，9

fir・t・一・f　the　play，・。・dered…“・・い・St・i・，　mutnbe・。f・hi・窟…P．1・・hl、。h。，。ct。い・hiψ

by　th・・h・i…f　the　charal・t…’s」・・d　th。　whim・i・・1　三s．n・vet　q・i・・i・・t。・・h，・・v・・q・i・。。・、p。，f，ct

「d“te・mi・…i。・・n　whi・h　th・d・am・i・f。・・d・d・一…　董。v・1・f・・d…t・pdi・g，　w，ith　the。th。r　p，，s⑪。、．。f伽

とほめてはいるが・Hazlittの女rlきは・　　　　P1・y，　w・s。・，　P。・h・p・，　a　f・fl…fSh。k，、pLi。。。　h三m．

　　1f　w・were・・P・rt　with　any。f　thc　au・h・・’・c。…一　、・lf，　wh，。　h。　h、、」。、t　b，c。m、。b1。　t。、，、。d。、｛d，

　　edies，　it・1・，・・ld　be・hi・・　　　　　　f・。m　and…im・…h・fi…P・・i・d。f　hi、1，。、，t，y．

と云う郁嬬難用い℃Sh・k・・p・…嚇馴・では，　と励，この劇1の恥。w・・に詩人として若か二・ノ。

見るべき登場入物が有るには有るが，やつぼりこの窟劇　　　頃のShakespeareの自1酬象を認めている。

』・ D駄作であ・・云つて居・・際またT・・’H・n・y誕にT・M・…r・・も（7’

1「vlng　Sh・kesp。are　litの批評を見．るとl　　　　Th・r・i・，　fi。、ily，。、p。ci。1・t。。甑f。，．，hc　att，、e－

　　L°・・s’L・bottrs’　L・st…h・th・・w・・。・・五d・r　i・…　ti・・L・z’…L・bou，”　s．　L・・t。x。，・、ゆ。鳳IU。v。rs

『d・・m・…a・・…dy。f・ha・・ct・・，・…hp・・ti・・1　・f　Sh・k。・p…。．．lt、i、・h、・h。res　f。，　th。　fi，，，

w。・k・i・c・rt・i・1y　th・！e・st　t・b・・dmi・・d。f・11　tim。，　he，。。m，　t。　d，aw。、id。・the　v。il．that、。n、eal、

．his　pl”ys・　　　　　　　　　hi・i・m・…。lf・nd・・P・醐，・・h・wa・1・・。ゆ
とSh・k・・p・・r吻劇P・F・で｝蝦も揃・であると云い，又，　d・i・・h・S・・，職11Ya？nl，t，・・d恥ノemPest，

Th…is　s・・rcely。・・scen・whi・h　c・n・・i・・any　・・m・・hi・g・h・t　mi暮ht　b・lik・。・d　t。。p、i。・。，・、

「eal　d「amati・int・・L－・t”…・……一・一……………・　se1ξ一P…rai・・…Sh・ke・pea・・w…。…yi・…

………… b浮煤@in　this　play　no　one　whQ　reads　it，　or　　　draw　a　portrait　of　himself　in　the　costume　of

wh°．・…it・・t・d…n・…v・ry　m・・h・b・ut　th・　B…wn・．0・th・。・nt，。ry　thi、　ch。，、ct、r，，。ms　t。

f・t・。f・ny・ha・・ct・・圭n　it．N・n・・f　th・f・m・1・．　・・p・c・・wh・t　Shak。、p。。re　wi、h。d　t。　b。＿．

characters　are　・deve呈oped　　sufficicntly　　to　　enlist　　　　Rosalin♂s　dcscription　of　her　lover　voices　S．　halge－一・

．ou「sympathieS；　while　the　Inale　ones　produce，　for　　　　　s　peare・ssecrct　longing：
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　　　　　　　　　　　but　a　1ロerr量｛，r　man　　　　　　　　　　　　　　　　thc　style　註ppealed　to　the　n、ost　cultured　Section　of

VS「ithiri，　the　limt　of　becorning，　mirth，　　　　　　　　thc　public．

1・・v・r・p。・t・nh…’・talk　with・】・　　　　とVaOて謝肋i責li継が此の蜘llの三｝£な“瞭1の様に述、・

Hi　・s　eye　begets　occasi（⊃n　for　his　wit；　　　　　　　　べ，当峙のこう1ノた風潮の先端1こオニとうとし．て・Shakc＿．

F。・cv・ry・bl・ct・h…h・・n・　cl。・h　cat・h　　・p・・r・がこの㈱1糠｝いノ・：7が姻説いている．A11・dyce・

Th…h・・・・・・・…mi・・h・欄vi…j・・St，　　Ni。。11翻、，

Whi・h　hi・f・i・t。・9・・，・・n・・iゼ…p・・it。・，　　E…yEli・ab。th・n・poet　iind　p・・，、．w，it、，　w。，。

D・li・er＄，三・…hap…dg・・ci・u・w・・cl・，　　w。・d－cr・・し・r，。n・f・t・1贈hi・t・ophi，hr　f，。m　the，

That　ag・d…s　pl・．y　trua・t・・hi・t・1・，s，　　　・n・i・…t　：・ngu。・，…the…蝋hi・91。。μ．触。tt，。㌔

And　younget’h‘∋arinき｛s　aro　quit¢ravishad；　　　　　　mcc1圭wal　ternユ呂p　anothe「qu孟w「ylng　ill　F「tT・nch　2111（1，L

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（11，㍉66－75）　　　　　　　　　　　Ita】ian　11）lrlt）s，　stil1　an〔，thLtr　hulclly　inve！1ting　fr｛圭5h．

A旦d　a　ma11’s　aspiration　ofしktll　r（｝veals　a　true　　　cornbinationb’of　sounclsi　to　f三t　fro5h　conc｛tp：s．　No・，

portrait　of　his　illllt’≧1’self．　And　that　is　the　special　　　dictionary　fGttcred　word5　t‘｝the　shackl¢s　of正）rし…cisc、

・h・・act・・i・ti・。f　L・・e’　s　」＃‘伽・’sL・st；it…eals，　iis　n・・ulTlingT・；1・・9・・mm・・r・imp。・ed　hea・y・・le・。f　b。h。v．．．

n・。th…a・1y　pl・y　d。。・，th・P・・mi・。・・d　t。・。m・　i…．1“・・th・p・L・ts，・・d・・d・t，th。…三t¢n蝋w、、　m。st

extent　the　pers。nality（⊃f　Willlam　Shak．eb’Pearct．　　　intense，　but　all　sharecl　ill　Curr肌t　PEIss，　io1T，　W“have．．

とB…wn・にこそSh　i‘　kespe…が着い願かくなりたし・　but　t・th三nk。f　C。・tarcl　in　1・t，・・sL・ゐP’ur・　s　X．。st＿。

願れた入物・購伽心内嚇己の画馳見かつ伽　と歎い・愚肋誠剛す購雌の噌貨的脳麟．．
前途の或程度の入絡を兇ることヵ珊來ると述べている。　　　きLowe’s　Labottr’s　Lostをとうした風潮の作1犠であ．

LJ・上の様な繍からもこの脚［TV’a；興味を持た；］vしる様に　ると述べている．其拠ここの蜘IIは灘の撚からとれ、

なつて来たことも辮爽であるが，又同時にWa｝ter　Pater　　を研究1捌．つ1叫ミわなければならt」でいことは明瞭である。

が‘f°PPe「y°f　de1icate　1ang・・9・’tと云幣に聯な壽雪　こうt’た響から融・た学者｝・B・lf・・E・…瀟・

葉の駆鈍をこの戯曲に含んで層る。H．　Granvillc－Barker　　る。彼は，

もやeX・P）（Hallidayの批評集に佼る），　　　　　　　S。mething　Shakesp¢arc　deriv。d　fr。m　his　c。nte㎜＿

　　The　early　plays　abound，　bosidcs，　in　　elaborate　　　　　poraries，　and　mor¢preciscly　from　John　Lyly，　and・・

cmbroidery　of　langvuage　done　for　its　ow皿sake．This、　　he　had　comεto　the　stakve　wh¢n　w◎rds　Nvere　Qne．

was　a　fashionable　literary　exercise　and　Shakespeare　　　of　the　ln　aj　ol’excitements　and　adventures　of　alerし

was　an　adept　at　it・To　many　young　poets　of　the　　　and　cr¢ative　mlnd：・So　he　feU　upon　a　plot，．　or・

tinne　their　lankvuagre　was　a　newrfound　wQnder；its　　rather　an　cle墓ant　Cleviceeq　which　was　cunningly

very　hanClling　gave　them　pleasure．　　　　　　　．　　　and　dramatically．mainta，　incd，　so　that　langua鐸e

とPrefacesに於てShakespeare　の初期の作品の特微　　　might　have　the　nebessa，　ry　6ituations　for　diverse　and：．

と当特の若い詩入達の風潮を説き，’これに続けて゜この戯　　　entertaining　emp正oyment。　It　is　wi　th　words，　not　wlth，

曲の冒葉を説明している。この様に習葉の観点からも興　　　P！ot　and　characters　that　the　play　iives。　They　are

味を引くのである。更に此の戯曲を醤藥の面から主とし　　　words　sougllt　for　their　own　sake，　w〔，rds　dancing・

でその興味を説く学者聴潅）げると，斎藤i勢博｛・：が屡られ．　　to　uncxpected　rhydmls，　and　twisting　thernselves、
（8）　　　　　　　　　　　　（9，

る。更にCazamiεmは，　　　　　　　　　　　　　　　　　　into　fantastic　shapcs，　words　robl）ed　from　the

　　This　yQung　nlall　had　a　very　1ceen　sense　of　the　　　　r正ユetorici‘ms，　and　strung　out，　half＿moclgingly，　into．

comic　and　an．　inexhaustible，　almost　excessive，　flow　　　patterns　borrowed．from　the　grユmlnarians，　wit11，

of　words。　He　was　ambitious　not　only　of　a　popular　　inlages　and　collcL・its　already　mad¢popular　by　the・

success，　but　also　of　the　approval　of　the　wits，　even　　　sonneteers，　and、words　hand－－led　1ovingly，　and　placed／／

the　court　wits。　Lylゾswitty　dialogue　inspirtd　him，　　　intQ　new　contexts，　with　a　beg，inning　of　an

and　with　a　vigour　unknown　to　Lyly　he　wrote　Love，　s　　　awarenoss◎f　their　illimitable　po、vL－V。

L・b・tir’s　L・st，・f・nt・・y。f．　whi・h　th・　subje・t・・d　とgeの舳1｛1の本勲極めて鞘4濡繋醸肌ている。．
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’この様な讃の酌さと溺点でもこの蜘1【翻磁の生　・e・1iti・・。f・lif・c・・．　t．gr・t，，q・，、h、d。w，　wh，。1igh，。f

融附与されで鵬とSs“toねば癒：るまい。　　　　wi・d。m　i・・h・・W・・p・…h・m・su。h・h。d。w・　pl、y　i、

　｛札ながら生命のあるものは・灘1…なものであつて一傭　・・ti・iC　C・m・dy．

11il勺な本質のみではその生命を維持…することは困難であ　　　とある。叡智の光を現実の生活に照した時にグ1・テ’1，　／1

幽る。：文学作品と錐もそれが坐命のある竜のならばや【より　　　な陰を現実ljこ投げる。この険を譲現する劇が誠刺嶺犀劇・（：“

相当に複雑な本質があると考えねばなるーまい。そこでこ　　　あると説く。

の劇ll¢澗白さとしての識と鼎に澱な関係がある　然らば・e・1i・玉cs。f　1三f・とF綱か。姓礫1際と1・SC．

・anではあるが，との戯曲の抽…つ：本質の一一・しつと考え得る課　　　毒‘理虚偽，含不合理，－1晦的なもの永遠的なもの，瀞｝課，と

・刺性をも考えなければならない。　　　　　　　　　　　　訟う様な：矛盾遮着・3一るものを幾多1蛭穿して居るものであ

　　　　　　　　　　　　艇　　　　　　　　　　　　　　や・糊智ゆ光や理性の日リヨる憲力顎憩鵬妻竃や合馴1勺なものだ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　けな照して’もグロテスク准険；を投・ずるも‘三）て三将：ンti：いo

・L°W“’S　L・bottr’・臨㍗渤鵬1で翫こ撚本畑　1紅S・，、。h。y顧う如兜

幽で既｝・述べた所でSbるが，・1拠で翻と罰こと　H。m。。　b。i。g、，。。　d。。b，．　w。。id。、、、。、。1；。

につい℃搬覗る議1｝｛・卿［獄的｝・二ll・Illず糊龍敵　hun・an　bcsings・・1・…1、cy　w，，，1＿、i、、，nt；　，u、

：勤蝋でなくして，蝉　勺モーチ・舳る誤処には　・h・i＿、i、・、。、y。f，1，，・1£li，、M1、。、、x。。、d、，he

知性がなければな培・・ない・㈱の矢1職が不合牙η1や暗愚悟三　liml・、　p。rmi、，，d，。　ma。．

糊網紺の尉乗酬レ・購の鰍父翻1榊瀦　豚う撒入闇輪獺り臥1嗣、粥湘騙・崩・つ
の矢峨醐か遍・と副ぐり蜘燃る謄課ゐ・即　℃い魏の舳る講・。イリザベ潮献の人、．、1－」：。の

勲F灘せし鵠航鋤醗坦櫛・その翻鹸　撞ll蜜澱しかつノ。脱ある．・うしi，、：i，’i・m！－i，fltlig／1軸糟の

儲鑛鶴勧噸識蹴離トよその翻醸翻　光力！！個．た曝伽テ・ク徽澱．醐、＿距　刺砧
発さ鮒縣の諸1蝦癬｝｝儲には鋼ミ燃隠せ翻婁　れるので翫。

故に翻は㈱の瑞嚇聡感慨綱ll陛か醐　 爬琶の蹴…鴫、，ピ軸・纐し甥える。／／，、、、，JT　i　t　lll来

舘働い醐舖欄1翁・そ曝蝋しでrう・蜘・v・x　る．一舳細と継杓繍と騙る。＿i舳為，概醸
噸のh“m°u「　4P・・h・・と醗る・然らばit・・｝・Lた形　峨儲兆，もの，購購代の職爵購，鵬風俗

糊つた襯脚嚇勲・鍵勺撒綴で糊で　灘謝・鵬瓢肋・添つた勲そ・駄な隙
・あ励か・珂。・lt。n・p説b：　tt（つて翻すると・　　す硯顯を別のであつで，それは、そ嚇1帽・に消

S‘’ti「e　i・th・c・mic　c。・・…p・r・・f　wi・d・m・　燃る・鰍である．永遼醐・目と繭譲の蝉含隷て

・］“ledi。val　life・i1・whi・h・h…was　s・1・・g…・v・・si。・　いる顯が㈱三する働鞭約｝・轍1恥ある。　llll駄

’t°fl°at“－1it…t・re・幽・u・・h・・w。・YP…sym－　1融の不変的な灘描マ梱である．顯・が1）’1］’i－M一の孕む不

lb・1i・ed　wh・・…m…1・・。f　m…pP・・rs　wi・h・h・　・繍性，卿徽，矛贋幌，愚鈍18陵照しブ錫合に生ずる

・Sp’rttch－・・p・‘・cher・n・hi・right　h・nd，・・d・he　F・・三　舗i蜥謂t。pi・al　all・・i…を，泌こと織：る．この

トon　his　left：thc　Sayer　of　Wis6　Sayings，　and　the　　様rjr　toP｛Cal　allusioris毫；ご多く奮む作品はその時代にに

F・・1，・lik・p・・・…wi・d・m・Th・i…i…i…f　｛勧・・訊気を非常に嗣一るカ㍉　鍬醐ぎると峙代の，ゲ

『th°C・u・・　F・。1is　simply　wi・d。m　di・g・i・i・g　i…lf　－・・に翻・tL’Cそ碓命歓つて了う．乱興朧鵬

・in・・p・・d　b・11s・E・…。m・dy…　M・・M…dith　とするならば，それ購殊の研究獅みに対しでである。

．says・i・th。・ghtf・11・ugh・…．B・t　i・1it・・a・y　之に反して淑智が燗悔に内fEする・普遍的な鞭的な矛

．evolutien　pure　cQniedy　is　tho　later　stago：the　earlicr　　　l薔性などな照／yた場含に生ずる調刺は何理11の特代にも訴

・tag・i・・！w・ys　sati・e・G・・ek　i・mbi・d・・…，L・tin　えるものになる．所がこの4分鎌面にのみ眼雛ぐ1乍灘

・鋸πアoβ　or　ll。dge－podge，　the　rnythic　dralnas　of　　認刺の取質上同惰を働かさず理翰のみを使うので，自然

Epi・h・rm…A・i…ph・ni・・md・9T・・a・p…。f　R。m・n　人糊｛いか厭世豹こなつでrう．鵬そうした考えが∫・1・

“comedy・ail　have　thcir　basis　in　satir三cal　attack；only　　　品に灘透して・行く。署凌はSwiftにその好例駝鬼るこ

：．gradually．does　the　satire　take　a　sccond　place　as　　　とが湖来る。併し・実際の1乍品は憂1、上述べた：二：樋壌の誠材IU

・caricature　and　pure　comedy　cQme　to　the　front．　The　　を多少の相1鑓はあるが適常両嚇とも愈むものである。
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醐に関して以上めべlteとが果してiF．Lいと去焔　　　　　　IV
為：ら隠ごShakcspcareのLot’e’3　Lαゐour’s　Lostセ霊何れ，

媚刺舷り多く紬と勤べき舳ろうカ・．Edw・・d　糊細i剛’す襯刺醐：f精1欄蜘ぐt°pical　allu－．『
D。wd。ti・，。依れば，（1“）「 @　　　　　sl…）｝・関し一C．・1・－2：’F・…c・・A・Yat。s騒曙1じ！ASt・dy

It　is　a，。，i，i。。1，。t，av、g、。、、，mh。dyi。9　・fL。・・’・Lab°u「’sL°stll略酬W罷論1・∴て居る所で

Sh、k，sp，。，，・、cri，i。i、m。p。。　c・。・。mP。…yf・・hi・n・　あつ”C，こ・・撒加i岬1獅t・；』綱llll勅lilゼいも・螺・

。。d　f。ib1。，　il、　spピ。ch，　i＿＿、，、。、1・i。・li，ertt・。，、．　泌が・糖の撚灘1人で1，1：、”禰に顯：舳畑邦

Thi、　p，。、、bly　m。，。、h、。、。y。，h。1’　of　the　play、。f　繊姻：榔師咀｝二杯礁加と℃；警・二こ・撒聯ill・教

1瓢鑑蹴論撚li綴i謙麟誘；：鰍灘1　淵
hy…b・

ﾋ・・d　f・・〉’・・・…P・・脚・・1…t・・chす論瀦lll認欝臓欝膿：雛1，豊．

噸ese，w旦しh　the　b「’麟htneSS　Ind　vlwc1ty°f　y°uth，　gav圭1k漁1，・DUm鋤・糊，。為助㌃1綱、うと、、う。

c°nfident　in　th“　success°f　1 �ｵs¢，　Shak“’：speare　捌、111　，は，　　．　　．
directs　the　light　a「tillc「y°f　his　syit・ @　　’照，曜I　L、、　fa岬h。，、11　h。n，、f，。，　i，i．、1’，“itr　li．。、，．

とある漁冊しかと酬㌢塒代駄相｝こ嗣励㈱・　Liv、，，gi＄te，・d。P。。．。uv　b＿，。畑，

rl：　l°多分聡ん鋸ると淵・翻ご脳ない謹鞭耽　　A。d　th。n　g，race　ug．　in，正1。　di，，，、似，f　d瞬、；

の蜘ll縦細遡られt・：かつた’fも潮塾う鴻1：　xx’hen，，pl・。。f、。、n＿・d＿ring　”r｛I」、，，

し近舵の蜘lll瞳活して糾艇・R’cha「d　Dav氏dに孟炎　Th・，nd、、。＿f，hi、　p＿漁，、、h。、。，．、。，．・

れば・　　　　　　　　　　　　・rha，　h。n。、1，　whi、h　shall　b。、、1、i、　scv、1、。・B

　At　thc　samc　time　a㎜r皿bor　Qf　rcvivals　on　the
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　keen　edge，

stago，　both　prefessional　and　amnteur・have　shown　　　　　And　make　us　heirs⑪f　a1！¢tornitv．

that　a・el・t。・t・inm・nt・nd・・蜘・L・ve’sL・ゐ・t・・r’・　　　　　（1，　i，・1＿，7）

Lo3‘is　still　vcry㎜ch　alivc；the　fau】t　is　rather　とある様に糊に依つて餅腰得，そli．擢嚇端織に．

t°・隙・h・：uber・n・・－i・di・id・・1・h…ct・・・…王。・t　翔み永遠の光栄蟹脚こあつた。脳彼等の＞1ヒめ；bもの

in　th・・p・「k1・°f　qui「k・and・・micalit・・a・d　p・・s・n一 @t－3・，光輪る永遠の榊であつて，・糊1費れ雛1る・勲．

・童t。・・hes…dth・1・k・・a・・cr・mm・d　i・t。　th・　であつた。

dial°gue　f°u「d・ep・．Y”t　this…。ss。f　high・pl・it・　Ther、f。，。，　b，、、・、　c⑪。q・。・。，s－一一f・・、。　y。u　i、r。，

・nd　i…nti。・h・・it・。w・・h・・m・　　　　　Th、・w。，　a蜘、t　y・・，・wn　aff。。・i・。、＿

と云つてその復活とその理由を述べている。　　　　　　　　　And　the　hugTe　army　of　the　werld・　s　desir“s

併しこの戯曲の生命の麟闘二前に述べた3酌Sh・1・e－－　0。，1、t。　、di、t・h・11，t・。ngly・t・・d　in　f・・cct，．

sPeareの姿がこの作晶にあらわれで居り・交審葉の面白　　　　Navarre　shall　be　the　wonder　Qf　the　w（，rld；

さや彼の中期，後期の諸作品の種が多く含まれて居り，当　　　　Our　court　shall　be　a　little　acaderne，

時の峙代的な面に対する調刺が多分にi藻現されて居る為　　　　Still　and　conteinplative　in　living　arじ．

ぼかりでぱないと患われる。そうしたもの以外に，当特の　　　　　　　　　　　　　　　　　　（1，　i，　8　　　1；＄）

topicalなものとして捉えた学問と教師，又学春教師逮　　　とその手段である学問を充分になしとげる万法として一一・．

が演ずる気販つた態度に対する調刺に・やはり人間性に　切の劉薄・一切雌俗的欲勲断WJ・1）・，　N・v…薩・li・t1。

普遍する永遠的なそうしたものの持つ異常’ヒヒに対する調　　acadcmeとするにあつた。さでこのNavarreに関する歴

刺をも聴き得るのでは：ないだろうか・其他恋愛に対する　　史的事契とこの戯Flllとの関係即ちtopical　referonceは

翻なども考えられるのであるが・爵しから主として掌　一蹴処では触｝tないことにする。劇の糊〒1・・x・N・・。，，。

問教訂i1に対する謝刺と云う面な中心どして販り」tげ℃論　　　と蟄うことになつては居るが例に依つてSha，　kespeare

じ・たいと思う・　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　のこの作品も当時の英国を累：材として・匙÷ることは今更．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　注齎するまでもないこ二とであるo　然ら｛沈三｝三及び」輔放三叢，
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1’；麟惣の言fi…がそのモデルであつたかと歎ら様な識索も此　　　もの鳳詰局は教育でlbる，よき教育は如何なる悪人と難

処で鳳やらぬことにする。－d体1響潮よ何の為に学隣1をす　　　｛』化して誹人とする，悪しき教育は如何なる蕾入と錐も

るのであろうか，永久なる光紮に満ちた名声の為に学間　　　悪しぎ事柄な教えて悪人と化すると漱う当時の・一一一般的な

1；：するのであろうか。此処に学問に対する颯刺を既に発　　　懸えを説粥している。以上述べた様な当1噂の栄問辺Oζ教

財・ることが出来る。そして穿・間の為に一切の鰹・fi！i　e欲　育に対・するi稔より，この脚ゆN・v・rreヨ三の掌問に

望覆ヒ断切ることに現爽の・阯界から遊離し’iLZ不自然さを見　　　対する目的を考える時，其処1こ矛膚を見出し・謝刺を態ず

出す。屹処にも亦楓耽を聞く。当特・謡1，に儒ぜられ”Cいた　　　るのである。拠に名声同当の学問ほ現代人の恨から見て

，h。・P，imi、，i、　Th。。，y・囎。ば11°漁，、脇脚挫　も余・，峨｝家か蜆え，轍欄｛曹・櫨髄鵬1する・・

室i鋤かせ，単問矧ヨいて，宇巾のr慨で騒離ミ・鷹つの　であるが撚つて・糊に櫛1・するr駅の倒曜fる臨

微域即ち自然の法1遵ll・啓圏にll湘なるll1ミ則及び万艮に共　　　：翼i処に名悶な求める：気樗力rg少1ノもないと激い碍るであろ

通する人聞溢を理解することレ〔三1もり，学閲とはこれら自　　　うカ・・。1トヒ処に人閥1趾iに典通な心斑1に対す7■　1’ti；i刺を燃裾す

然のヨ大法貝1凶解釈t．’鯉llなヲli見す峯，接術で；琶1・つた。習　　ること力霜ぬ1旅ると思う。　　　　　　〔1s）

1勲撫ると，これら醇㈱弾蜘i・岡，・eterで嫡詠　　N・vat’re　Eと駄の鋤磁の…d撒・嚇当峙L・・d・n

聞｝，聴購燦、ご価駅魂既嚇雪乱吐に抜洲でて，　に齢二鵬レごいブt・aeaclemyの・…つであつたthe　Ea「隻

真fi｝！を発賦しズ“，rl・D’ればZ：｝でらムτい。即」ら入1馴よ魂のギ1陛力を　　of　N〔｝rthumberlaIld及びRalcigh－一派がitEtめたphilo－－

丁脳｝・・噸1し，1［1三τ，舗卿・∂蝦，li五1〕1で，魂・咽醐1・1：　・・Phi・・1・cad・myである‘‘S・h。・1・。f・Night’稜1欄

なる部分まで上￥F－」一る。〔二量1．1！U・Ml｛解‘）状1澱一r　l，る。魂　　　したものと涌3i空鱗わ矛1’ている。；些処で1．5；Copernicus！「白i・

醸に1き1［三L如・11糊ミ：惚・幽！ll㈲・。、隔1　“Utli…sal　ll獺1こ離、，“ごヲミ：娼罐研瞭・，数雪≒捕r究1・ていブ欲云

unde・st・nding・　’へと．k嗣一嶺こ澗ri鎮理で；』つて，　わ矛Uこいる。111瞬撚鵬な姉暁レ謂たの』1肝ある。宴轍

これが魂の塞当の住「盤である。此処に於てpur¢intellect　　に従蟄からの人聞中心の孕問ではなく・入閥と1雄離した

である天健と鱗海する。ζの状1熊に於て噸は感敬望ヒ捨で，　　　ものと1ノこの場な問であつた〔乙｝であゐパ従つて人臓iとけ；絶

3ζ理1ルの働きも必：藤がなくなる、，既に天使と化して贋る　　　縁して一切の暫i育と欲望と戦つ℃これ力述）脱却して掌i虞IJ

からである。魂醸〃ドセ理解し，一一切の羅妄を脱して，　　　に：圏字念しようと澱うのであ為・此爆ここの覇興の£iξ問と

髄粋なる天上の濾の大海凝聡，それセ魂の中に憂入れ，　　　1膨1ξの人間申心の学問との衝炎な環・課刺鞘1三の妻蓬盤を

感覚では了鰍腺ない∫融1の一陥な鍛する。劇11肋！到　槻す嶺現代に於て4繭鯉瞠と入如禅との瀞1醗

的は神と合一・する櫛墜に達する為の期1槻であつた．　暦継鼎嚇じ灘ゆ剰舛醗見す嶽二とがと胴ミよ

・それ故に学閲1霊褻ルこ偉大なカな将つ。　　　　　　　　　　　　　50

At　for　art　Raieigh　is　eloqu“nt　on　the　power　of　　　　　三Eと貴族逮欧学問をする為に，鞍年閲：欝行することを

education　ill　rein£orcifig　or　rnitigating　the　effccts　　　鞭い合うm　stoical　lifcなすることな醒誓1ノブ：二のであ

。f　the　stars2　　　　　　　　　　　　　る。其期間は女を見ない。　f，Gxuに一・　H｝－3；断食なする・食

　But　th¢rc　is　nothing，　after　God，　s　reserved　powor，　　…彗毫：ぱ一・日に一圏食うだU’，夜は三…時閥H民るのみで昼魍も

　that　sQ　much　setteth　this　art　of　influence　out　　　　屠i厨垂なL．兆：し・。　そ：1．．一（：，　1iv三ng　in　philosophy　（1，　i，32）

　・f・qu・…nd・u1・…d…ti・1・d・th・f・・th…　　を一3一るのである。この女人禁制にffiつて・糊に専念する

　are　none　in　the　world　so　wickedl）r　inciined　but　　ことのtQpical　alluslons　rP興味は，覇蒔の限られた才F

　that　a　religious　instruction　and　bringing　up　may　　や窩麺人の観礎にiづ；誰な諺｛jilルて゜屈るか想像がついデ；二で

　fa，　shion　anew　and　reform　thom；nor　any　sQ　weU　　　So　：’i）うから，非欝に大なるものであつたに違いないが，こ

di・p・・ed　wh・m，　the・eins　b・i・g　l・t　1・。・・，　the　れもやi駒〃）喚通な・醐1・購で・吾効陶かゴ・溺を

　continual　fellowship　and　familiarity　and　the　ex一　　ゐ℃さんと志す場禽に，不自然不含理な禁慾生1盃に依つて

　amples　of　dissolute　mcn　may　not　corrupt　and　　それな燵i匝覧しようとする傾向なたどるものである。今度
d，f。，m’ D7）

@　　　　　　　　　の働獣戦争hlこ於でもこうした生瀧亥酉謙謝ミられ
とTilly・・dはR・1・ighの薔嚢馳引用して，学問のカ【ま　たことホ勇えてもそれ酬1ること泄1陳ると思う・‡轍

星の力即ち運命の力に対抗し得るものであり，神のカに　　　にSI：処にも人闇幡の弱点｝こ対する謝刺を篶々は発見する

次ぐとも量い得る，この偉大な力をもつ学問を在右する　　　ことが出来ると思う。
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以上の様な禁慾的な・academic　art（－T一リザベス時代　　　Whi¢h　w三th　p：　ill　purch“s’dd‘）th　inherit　pairl：

の人にぱartはlearningの3猷味であつた）よりも人1：1三　　　As，　painfully　to　pot’e　up。n　a　b【｝ok

め宜接経験を璽ずる歌張があつた。Yates‘つ説く所で　　　　「r｛）s・t（tk　the　liμht｛，f　truth；wM。　truth　tlle　while

は，　これ，セヨヒ，　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1）oth　f：Llsdy　blind　the　¢き・csigh七　〇f　his　look：

　　瑚iot　stronglyα1doτsos　Nashc’sown　vicw　that　　　　　Light　s¢しtlting　light　do　liμht　of　light　b¢撰ull“：

experiencc　of　life，　｛三ven　if　it　bc　（）f　　‘‘vi】lany｝㍉　is　　　　　　Io　　ert要you　find　wherct　1三ght　itl　darknuss　li¢鼎，

a　bettut’　sch°°1　f°「w「ite「 P、弩’an　an　ac蜘ユ蜘ai1ト　Y帆・・li・h・91’・w・d・・k　by　1・・i・1・・f・一・y…

ing。・mU・h　b。。IC－・learni・9・と蕊様にN・5heシう窒」ξ　　Sr・dy　m・h。w　t・plens・むh。・y曲・d・・d，

張し，Eliotが強く是偲しブ［二説で：埜ゐ・：翼にY‘1tosは，　　　　．l！；y　fixi：ng　lt　upOn　a　fairer¢yq，

If　f・・‘‘・i11・・y”－th・t・・m　whi・h　Eli。t　m・d　　Wh・dazk．ling　g．・・，　that　eye・MU・曲i・．h・…d，

Nashe　use　to　covcr　dircct　cxpにri“n佃〔lf　life－wc　　　　And　Sr　ive　himlight　that　iじwas　hlii’Lcled　bv．
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　o

・ub・titute　thc　w。・d‘‘1・vげ㌧whi・h　in　ll　er・・wnc’・　　Study　ls　lik。　the　h偶・v鵬，　s騨1・rl。us　surl，

・…bu1・・y　d。・…tE）・hh　di・cct・xp・vience　th・。・gh　　Th・t　・Vi11　n。t　bc　clecp・一・・…h，　c！　with　g．　aucy　lot／｝1“s；

Ii・i・g，・h6・・g・m・nt。f　Eli。ビ・・p・・c1・i・i1・｝・ntl－－　Smtl！1　h血…。ntirl・・l　pl・dde・・。v，，　w。。，

dlateい酬゜bt－‘L，t｝1’uch　ti｝e．　sanic　as　thc．a「・um“nt°f　・tiV・　h・・－h・・i・・f・・m・・・…’b…k・・

ゐ・ve’・ゐ・励’sL・・’・　　　　　　　　’rh・s。。・・thly　g。df・th・z’s。f・hcaven・、light、，

と黛つで・dVに劇掲作品のf謝ゆB・mWn・・蠣・鷹1こ　　T1…tgi・・anam・t。・v・・y．　fi・、d・ta・，

この思想が表わされ℃いると瀞εく。Ber◎Wn欲ヨ三に向r⊃　　　Have　XIO　more　profit　of　their　9．　hining　nightg

て学問研究と云つても何凌研究するのかと尋ね，そ‘，研　　　Than　those　that　walk　alld　wot　not　what　they　are．

究対象矧靴す・・で繍が・そ’3Ul．1‘‘・ill・ny”の立場　　置r。・m・ch　t・1m…．i・t・k・・w…。・glit　b・t　f・、、、。；

からするので急，る。　　　　．　．　　　　．　　　　　．　　　　　A！ユdevcrylgodfathcr　can　give　a　namo．

B……一・　　　　　　　　　　κ瑠．｝1。w　wdl　h，，　s　read，　t，）rcas。n、ゆ、t　　・

Wh・・i・・h…d・f…dy，玉・t　m・k・。w，　　　　　　　　　　　　　，，、瞬！
KihSJ．　Why，　thatωknow　which¢lse　we　should　　　　　　【．　　　（1，i，5ξ｛一一94）

・．　　　　　　　　　　n。t　kn。w．　　且防人窯経紺蠣’羽し剛瞼・擁・fkige，圃力・槻れば拠

Ber．　Things　hid　and　barr，　d，　yOU　m¢an，　from．com一　　生流『から遊離した学間1こ没頭しマ農櫛：葡は真：｛鮭1の光にそ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　m。n　sense？　　の眼を眩惑されて了つて，世事にi陳くなり入誓三に関する

K言・9．Ay，・hat　is　st・dy・・g。d－1三k。　rec。mp，n，。．　　繭観ることが出来なく・7」：つ℃了牝濃・Xいる・eTili

Ber．　Come　on，　then；Iwill　swear　tQ　study　so，　　　幽骨な折るばかbで，精7“　（111人の本からくゾどら副」；映を

　　To　lmow　the　thing　I　am　forbid　to　khQw；　　．　　　　得ること以外には何も得るところがないと云うゆであ

A・thu・，一一t・・t・dy　wh・・L・　X・’w・U　m・y　di。。，　　る・こう’した学1嗣愚行で：銚ると翫る・妊1』る・

When　I　t。　feast　cxpressly　am　forbid；　　　，．　　　所が‘‘villany”と21．う轟職経験を煎んずJb考えに対

0・study　wh…t。　m・・t・・m・mi・t・…fl・t・，　　してC。P・mi・u・の説を奉づ欝るこれら似糖齢こ，

When　mistress¢s　frolri　co111m。n　sense　a】℃h三d；　　　加9・一…・

　　Or，　having　sworn　too　hard　a　lζeephユg　Qath，　　　　　　　Thc　nユind　shall　ban（luoらthQu911　the　body　P三ne：

　　Studv　to　break　iしand　llot　break　rnv　t1・oth。　　　　　　　　　　　Fat　paunchcs　have　lean　pats，　and　dainty　bits
　　　　　　噂　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　，

　　If　study，　s　gain　be　thus，　and　th玉s　be　so，　　　　　　　　　　　　　1版ake　rich　ribs・　but　bankrupt　quitc　the　wits。

S，。dy　kn。w、　th、，　whi，h　y。・i・d。・h・n。・　kn。w．　　．　　　　．（エ・i・25｛）

Swea＿，。，hi、，。。、．1．will　n。・。r　s。，。。．　　と当甑く繍tたDc　la　P「1maud“・c‘『伽翻調

K・i。、．Th。、e　b，，h，、、。P、，h、、　hi。d。，、、。d，　　鴨し

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　，　　　　　　　Dum．　・……・・

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　qu】te，

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　「1”he　grosser　manner　⊂）f　these　world’s　d“1玉91｝ts

　　And　train　our　into11“cts　to　vain　delight．

・…Why…d・1・gh・・a・…・n，・btl・th・・m・・・・…　He　t1…s　u剛h°暮置ll，幾1；b　1“v°s：
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・と“villany’塘卑しき奴隷と云うのである。　　　族逮閥；・ラン・三1三女とその駄の女・雌どそれぞれ一、f，t’

響“・Ma・y”のSh：場籔つたB・roWne　6遂に三Eに一1，藤屈　後にぱ1珊度く結婚と浦ことt＝・7：1：・7．の・幡ろうL，父

服1・℃，　　　　　　　　　　　A・m・d・と」・q…L・tttaとは既に子供まで出来て，恋レー3；

・Be「・”°噸”u°　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　凡℃成功し，骨折損どころか大成功であること1ま既に腿

　A・d・h。・gh　Z　hav・f。・b・・b・・i・m　sP。k・m…　　櫛11で述べた」酌である。それならば如何なる意昧｝鯉

　Th・n　f。r　that　ange1　lm・w1・dg・y。…n・・y，　　すべきであろうか。

　Y・t・・nfiCl・nt　1’11　ke・正・wh・t　l　h・v・・w。rc　　　当II初大学者でM。nt・ig・eのEss・y・の課融で

A・dbid。・h。　P。・・n・e・f。・・h　th…yca・・’d・y．　あつた恥i。の辮，∬ゴ・・君Fπ漉・に，

　　　　　　　　　（1，i，112　　115）　　　　　　　　　We　needc　n。t　speak　so　much（，f　loue，　al　books　are

・とヨ三逃と研究に専意することになる。併しな轍も，　　　　ful　of　loue，　with　so　many　authors，　tllat　it　wごlr¢

－B召ア・　So　study　evermore　is　ovcrshot：　　　　　　　　　　　　　　　　　labour　lost　to　speak　of　Louo，

　VIThilc　it　doth　study　to　have　what　it　would，　　　　幽　と｝もり，些処より＄hakespeareがLoτ，β，s　Labottr，s　lLost

慧濫器＆留膿瓢1濃1㌔t，　ζ叢欝器駕晶燕紛：lt濃瀟舗
　’Ti・w・n　a・t。wn・w三t1・fire；・。　w。n、　s・1・・st．　　「恋に・1蜥る剛1｛鰍なこと」と勤意味に簿掴tる。　IUl

　　　　　　　　　（r，i，1・H－一一．14S）　　　　　　　　　　　te）　new　learnin9には恋の’胃・折は無用であると澱う意映

．と研宛即ち吐処で意腺づ”るthat¢xa離crat〔、d　hubit　of　　饗あろう。かく解すれば，この褒匙iは学問に従螂する当

・studi。us　industryはthe　wTholes。m麟work　of　avc：t’y－　　；1魯の・…脈の人々の懲度一気1｛更つたpedantic　affecta－．

・day　lifcを無視し，な幡ざりにするもので1』り，革必　　　tion一な誠する惣1蟻な1：ひつた雷1藁をとの作占｝llの題旧と

饗な義務な肉らに課し・馳C人聞として’なすべき義務鞭；臨7．　　　したことになり，しつくりすると思われる。

・ものだと批判凌続ける。其故に，　　　　　　　　　　　　　　　　ShalcespeareはBero、vneを代蛍iと・す・る‘‘Villany・，の

Ber．　Necessity　wi】1　rnake　us　al1　forsworn　　　　　　　　，難1蕊に壼圃‘1～に翼成し「Cいただろうかo　EliGtやNa＄hc

　Thre◎thousand　timos　within　these　thr¢o　years，　　　ほ人生の醐擦経験を重んじ、特に恋愛をf浸隔の掌llll

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　space；　　と考えたらしい。少くともこの戯撫こ現われ、ゐ人物逮は

　For　every　man　with　his　affects　is　bOrn，　　　　　　　禁慾白勺生活を償んで磁問なすゐ熊度から豹変してro－

　．Not　by　might　master’d，　but　by　SPecial　grace。　　　　manticな恋愛韻上主鍵へと極端に変る。．Berowneが

　　　　　　　　　（1，i，148－151）　　　　　　　　　　　　との考えの先頭に立つoそしで，

・と予言をする。そしてこの予欝が的中することぱ梗概に　　　Ber・Sw。et　lords，　sweet　lovers，0！Iet　us　en、brace．

述べた通りである。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　As　true　wc　are　as　flesh　and　blood　can　be；

　以上の様なBerowneの言葉1こSht　pespeare白身の港　　　　The　sea　will　ebb　and　flow，　hcavcn　show　his

．えが縮i当に表わされで屠るのではないだろ5か。Shake－　　　　　　　　　　　　　　　　「　　　　　　　　　　fl‘　ce；

speare自身の港えは通常登場人物の習．藥を以て直に　　　Young　blood　doth　not　obcy　an　old　decree：

それを嚢わすものであると見倣すととの危険なることは　　　　Wo　cannot　cross　the　cause　why　we　were　bom；

．よく滅われて居る所であるが，作晶の筋の辿る経路に厭　　　　　　　　　　　（IV，　iii，211－215）

明瞭に彼の考えが表われていると考え得る。8erowne　　と蚤つて，人閥発塩の厭因たる恋愛に抵抗するととの不

の冒葉は筋の経路を前以つて嚢わしているから，彼の言　　　可能を説き，更に，

葉に或程度Shakespeareの思想が｝替んで居ると考えて　　　Be」・．＿＿．＿

・も聞違はなかろう。然らば所謂new　learningやtca－　　　　Awithcr，d　hcrmit，　flve－score　willters　worn，

demical　learningに対づ同る譲t刺を主なるテーマとする　　　　W工ight　shake　off　fifty，　loolcing　in　her　eye：

・この戯曲に何故にLove，s　Labottr，s　Lostと頭う題国を　　　　　Bcauty　doth　varnish　age，　as　if　new－born，

’つけたのであろうか。この題回は通欝日本では「1恋の無　　　　And　g1ves　the　crutch　the　cradle，s　infancy

駄骨折」とか　「恋の骨折損」　と云う慧味に解されてい　　　　0！，tis　the　sun　that　mak¢th　all　things　shine．

るc果してそれでよいであろうか。Navarr主とヨ人の貴　　　　　　　　　　　　　　　　　　（IV，　iii，239…2斗3）
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と恋人の巽しさの偉大なカを説く。三1三及び紳：琳翻：恋の　　　　LIV¢s　not　a！orle　inin）ured　in　the　brain，．

sQnnetを盛に作つて恋人に渡す。　Bcrowne｝rejl恋愛謳　　　But，　with　the　motioll　of　all　elcrncnts，

歌の長台詞を諮張に満ちた器藥でやり，次の様に茨う。　　　　Couvscs　as　swift　as　thousvht　in　cvery　powut’1・・

Ber．．、．．＿．＿．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Ancl　giv“s　to　every　p‘）XVCIV　a　dOublu　posvev，，

　　Have　at　you　then，　affectlon，s　rnen－at－－arms言　　　　　　Above　thait’functlons　and　thcir　of£icos。

　　Consider　what　you　fi1’st　did　swear　ullto，　　　　　　　　　It　adds　a　precious　g．　ccillg　tc，　thc　c｝YLi；

　　To　fast，　to　study，　ancl　to　see　no　wornan；　　　　　　　Alt，vet，s　eyes　WilS　k・azc　an　e・agle　b玉ind；

Flat　treas・n’師nst　the　kingly　state。f　y・uth．　　　A　1。v“r’s　eatr“’il1　hear　the　l。wc就s。und，

　　Say，　can　you　fast？your　stomnt　chs　arc　toQ　yQung，　　　　　　V～「hctn　th¢suspicious　hcad【｝f　thcft　is　stopP’d：，’

　　And　abstinence　engendcrts　nialadies．　　　　　　　　　　　Lovc，s　fcel量a麟is　tnorc　soft　and　g．　ensil）le

　　〔And　where　that　you　have　vow，d　tQ　study，　lorく｛s，　　　　Than　are　the　tender　horn＄‘浦ct）cklcd　snails：・

In　that　each。f　you　have　forsw。rn　bis　b〔，。lsl，　　　L。vc’s　t。ngu。　pr。、・es　dainty　Bacchus　grt’｝ss三n

　　Can　you　still　dreanl　and　1）　Ore　and　thereon　look？　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　taste．，

　For　when　would　y◎u，　my　lord，　or　yQu，　ol’you，　　　　　For　va正‘）ur，　is　not　I”ove　tt　H¢rcu1c呂，

　1÷lave　fGund　the　groulld⑪f　study’s　oxc¢i1（，nce　　　　　　　　　＄til！c1．irnbing　tl’L，es　in　th¢1”lcspericlcs，”P

WIth・ut　the　beauty。f　a　womtxn’s　fac。？　　　　　Subtle　as　Sphin：；as．　sweet繊d　musiq、1

Fr。m　w。n・en’s　eyes　this　d。ctrin（b　l　deriv¢：　　　　As　briゆt　Ap。11。嚇ut“，　strung　with　his　haiz’；

Th。y　arc　the　gr。und，　th。　b・・ks，　thc　academcs，　　And　wh・n　L。v¢　speaks，　the　v。icEt。f　all　th，　e・g・ds

From　wh。nce　doth　spring　thc　true　Promethean　　　Make　heaven　drQwsy　with　tho　harmony．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　£iree　　　　Never　durst　poet　touch　a　pen　to　write

Why，　universal　plodding　poisons　up　　　　　　　　Until　his　ink　were　tempcr，d　with　Lovcls　sighs｝

　The　nimble　spirits　in　the　arteries，　　．　．　　　　　　0！th¢n　his　lines　would　ravish　savagc　ears，

　As　mot玉on　ahd　longrduring　action　tires　　　　　　　　　And　p1ant　in　tyrnnts　mild　humillty．

　Thc　sinewy　vigour　of　the　tmvcllcr．　　　　　　　　　　Fr‘）m　womenrs　eycs　this　doctrinc　I　derive罫

　Now，　f⑪r　net　loQking　on　a　woman，s　face，　　　　　　　Tbcy　sparklc　still　the　right　Promethean　fir’e；

Y。u　hav。　in　that　f。rsw。rn　the　use・f　eycs，　　　ThL，y　are　th。　b・・ks，　the　a鵬the　academes，

　And　study　too，　the　causer　of　your　vow；　　　　　　　　That　sllow，　contain；and　noutig．h　all　the　Nvorld；・

　FQr　where　ls　any　author　in　the　woi：ld　．　、　　　　　　Else　nonc　aしall　in　au墓ht　proves　excellent・

Teaches　su・h　beauty　as　a・　w・maガs　L・Y・？　　　　Then　f・・1s　y・u　wc・e　th…w・m。旦t。　f。・・w鵬

　Leaming　is　but　an　adjunct　tQ　Qursclf，　　　　　　　　　　Or，　kecping　whaしis，sworn，　you　wi11　pr⑪ve　fQ⑪1s．．

　And　where　we　are　our　Iearning　1三k‘｝wise　is：　　　　　　　For　wisdom，s　s　ake，　a　word　that　all　mcn　love，

　Then　when　ourselVes　we　s嶋e　in　lt　clies，　oyes，　　　　　　Or　for　love’s　sake，　a　word　thaし10vcs　all　r皿ent

Do　we　not　likewisc　see　ouv　leayning　there？〕　　　　　Or　for　m岨，s　sake，　the　authors　of　these　wonlen，，

O！we　have　madc　a　vow　to　study，　lords，　　　　　　　Or　woman’s　sakc，　by　whom　wc　men　are　men，

　And　in　that　vow　we　have　forsworn　our　books：　　　　　Let　us　once　lose　our　oaths　t‘，　find　ourselvcsp

F。r　when　w。u玉d　y・u，　my　liege，・r　y・u，・r　y。u，　　Or　clse　we　1。se・ur＄elves　t。1・eep。ur・aths・

　In　leaden　contemplation　have　found　out　　　　　．　　　　　　It　is　rcligion　to　be　thus　fo聯worl1；・

Su・b、　fi¢・y・nu“1te・・s・・the　pr。mpting・y・・　　　F・・ch・・三ty　it・・1f　fu即・th・1・w；

　Of　beauty，s　tutors　have　enrich’d　you　with　？　　　　　　　And　who　can　sever　love　from　charity～　　　　　．

　Other　s！ow　arts　entirely　keep　the　brain，　　　　　　　　　　　　　　　　（正V，　iii，287・・一一362）

And　therefore，　finding　barren　practiscrs，　　　　　　以上の冒蘂で知る通り，学聞は入生の爽際経験のレ巨に．

Scarcc　show　a　harve＄t　of　their　heavy　toil；　　　　　　こそ求むべきであり，恋愛が爽際縄験の中でぱ最高なる

　But　love，　first　learned　in　a　laCly’s　eyes，　　　　　　ものである故，恋愛こそ吊高の本であヴ，最高の学問で．
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あり，父acad・m罎Sで海ると言｝血く。こう1．．たC。nceits　　次にH・IQfernesな考えねばならないのであるが，

謄欝灘翻劉こ嘲当鰍二ので慧e「濫篇雛総欝脚論llニ
…………・h…i・c・r・ai・1，・。・hi。，　i。aclsre，・，。・　、P。。，。瀕つたと淵。れ黙、る．伽N。。。，，e国の1，帳

‘tb【｝ut　thc　ama1暮am　of　romancc　and　conictcly　in　thc　　となつて居るが，築は当時の英障1の9「amma「schoo1の』

s‘）Phisticatcd　Lo留3，　Laboni’，s　Lost．　R（，111ft，・nce　is　　　校長の一typ¢を張わすものである。彼に関しても亦

cc：rtain！y　Pl’osent：thc　momL　lvhiL：ll　is　the　f（⊃11y　of　　　Arma，　cloと岡様に当時の．学者1’こそのモデルを鳳とHそう

those　wh‘：，　war　｛tμainst　thGir　aff◎cti｛｝11s　and　‘the　　　と樋々なる研努がなされているが，そ才しは皆な徒i労に終
1’・・，・army・f・1・e　xv・・id，s，・d　c　g．　ire・，，、・1蝋、．PP。，・、　・。・曙る。　E．　K．　Ch、mb。，sを紬．、（・j・：，

the　1’olxltlzltic．　attitucle，　and　tlie　Iくin鐸，　Lon麟av三11c，　　　　　　　Ther¢　nn　ay　be　other　t‘，pical　allut　i‘．）ns．in　an　obvi一

且〕umain　und　evell　B螺rQw船　boha、・心：ls　typical　yo一　　　〇us1y　satirical　play　ovcr　which　thme　har，　drawn　a　veil．

mantic　1・》v｛・・’s（n・ce　th。y　Surrcnd・｝r　t・th・うir　Pas＄i〔｝n．　rVI　tmy　attcnipts　hax・e　b““n　rnade　t。　tl’uc｛）P・rtralts

と　romallc¢　tradi紅ion　；／ilご承すものレご三澄）り，　こtLt－3：　　　in　tlie　el　p，　oncnts〔｝f　the　VYTorthias．　Arintid〔｝h’as　been

ShakosPea「oの初即1の作品に．〔蕪i！1さ（：月．1て．いる1～）であるo　　　　icle．ntified　with　theム・工Qnarch（，，　AntoniQ　P蟹ez，　Lyly，

fti：しShakes．pearc［．ゴ：’Eonnal　acad◎tnic　learninkv　l．：二i訴鼠刈射　　　　Philip　of　Spain，　and　S　ir　VV起、1tcr　llLaleigh；　’Holofcr－．

のt突熟ご放したとli．ll・隊に・引株！1りこの1袴張に満ちブこ：r‘）man－　　　nes　svith　John　I；IOriO，　BiShOp　C〔｝｛・腿｝r，「1“h（，maS　Har－

ticな恋塾ゴL．濫‘・ノ，　aff¢ctatiGn鴇も1泓刺の破望iご放つてし・る　　　riot，　Chaprna11，　and　one　RichξLrd　Z，lyく）d，　who　wmt巳

ものと思わ11、、る。仮豊鰐llr～，後：i｛三女やll畝141にヨ・1・xb紳ll達　　iincs　Oll　thc　Worthies　in　1584；一一M。st　of　this．

カ｛・や早つけ’畦、）・3・1．1”C，　Berowi）e　カ，．そ｛）‘口「；罪∫，　　　　　　　　　　　　　　　　iS　mere　beating．the　air．

　O！never　wiU　I　tru5t　to　sp¢¢ches　p¢nn，　d，　　　　　とあり，　Holofernesのモデルとなつた人閲の不明なる、

　N〔｝rto　the　motion（〕f　a　schoく）1－boy，s　tellflUtl，　　　　　iとv，L’も時代の経謎邑に1帯し．♪こい篇。

　N（，r　ncvor　COtne　itl　V三sor　to　n〕Ly　f12玉C簸d，　　　　　　　　　　　　　　　　製蔀i苛躍）　解raln！Uar　scllool　けこ三i…と．i、’蘭ごジ　テ　y：i：≡i噛』勉強

　Nor　woo　ill　rhymc，　lilca　a　blind　harper’s　song，　　　　する～学校でlib・った。それ・鷺Holofiernes鳳贈に漁1晦の掌

　Taffeta　phrases，　silkon　tcrヱns　proc量9・　eJ　　　　　　　　校で使用された教科粥からの1」｝テン藷ゾiご鮒i，｛餌i爵に況脅

　Three…piPd　hyperbolets・spruce　affection・　　　　　　して話していることほ襖概に述べた通りである。モうし

　Figures　pedantical；the・：e　summer　flies　　　　　　　て如1舜1にも窟儒が強くて大学藩然と／．．て擬獅う。こうし

　Havc　blown　me　full　of　maggot　ostentation　　　　　　たpedantなShake離eareが毛嫌したこと1’i，：　The　Aierr’y・一’

　IdQ　f・rsw。a・them・；　and「h・t’・“　P・。t…t，　　　；Vi・，esや；VIIの儲，にも明鷹モで：もるか彼が学絞・P鞠il．

　By　this　wh呈te　g1Qv¢（how　whit¢tho　hand，　God　　　をしたとか澱族の象磨教ff1下iをしたとか鷲う説があるが，

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　kn。WS），　もしそれ力糠燦と羽・Lば，彼の教ql眺活ldiこよ轍ど不宰な

　．Henceforth　my　wooing　mind　shall　be　express，d　　　ものであったに灘いない。この教師拡図々しく1身慮れ淋

　In　russ。t　yeas　and　honest　lcerse’y　noes：　　　　　　　強く而も能プコがない癖に肖己よりF．i下の人閥な梅り，又

　　　　　　　　　（V，ii，402－113）　　　　　　　　　自己より能力の勝れた潜．をも何とか理屈をつけて旺すの

及び罷や紳士達がJE’女や淑女灘に依つて求婚を受入れら　　　である。此処では引用を略すがIV，　ii，10♂F－一・117にある

れるべき必要条件と’して一年聞になす’くく諜せられた塾：　　romantic　lovcの精神を衷わb量’Be「owneのso「metを

柄を考えると，恋愛を最高の人生の学問と見倣す考えも　　　ろくをこ郷し．て居ない詩の述語な用いて如何にも知つたか

一一一 ﾂの愚行とShakespcareが考えて．いたことは明瞭であ　　　振りに販し，．王女の鹿狛りに対する自らの詩ら畠しいもの，

る．だろう。彼｝・a；何オ．しに．してもfantasticalな｛徳端を嫌つ　　　　The　preyful　princcss　picrc，d　and　pr…ck，　d　a　pleasing

た人物であるからである。併しttう．した極端な恋愛主嚢　　　　　　　　　　　　　　　　P「icket；

も「llll々当時の世聞の・一・面を表わすばかりでなく，現代と　　　　Some　say　a　sore；but　nQt　a　sore，　till　now　made

錐もz：い入々によく見る所で：もつて’，これも人闘性の永　　　　　　　　　　　　　　　　　S。re　with　shooting．

久的に持つた異常iF，i…の一つであ・二）で，これに対’する颯刺　　The　dogs　did　yell　；Put’eU　t。　s。rらthen　sorel

l：；こ今なほ≒ヒ命を持つものと考え得ると思われる。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　jumps　from　thicket；、．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　顧
＿一＿一一．一．．．，　　　．．　　　　　　　　　＿＿、＿．＿．．　．．．．．．．．．．．．．．＿．＿．、，．＿＿＿＿＿＿＿t－一．．W，t騨、階、、M．曜、“t．．，飴，、．、、、，a，t、．．、胴、．．．，．W．門、、Utt、．，，　．t，mhi，．旧，．島．r，n．Vt、tm．nVt．um，，。nenv、肥冨　、照岬，、．肌、t．ua。、，＿＿m、t－＿、甲咽＿hmUtt叫劉rL・一一戸一tt・・r・町町．・．・…囲．・．・’岬髄階・．．「・1．1t．t「．．庁“i「’．V，・tm”・t」ttt・．　tt．置・V・t．㍑「島’「’
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　　・Or　priclcet　s・re，・r　else　s・r・’11　the　pe。Ple　fall　　　without　scurrility，　witty　with。ut　ta’ffecti。n，　au－

1＿瞬㎞＿＿譜謙　潔宏濫瓢燃甑1灘説讐欝
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　s・res－0－sore1！　　の了：1ヨノく反対である。唯娼1：・齢⑭，禽鞭るばかりで，頭

　　　　Of　one　sorc　I　an．hundred　lnake，　by　addillg　but　　　ぽ愚鈍である。そしてNine　W（⊃rthiosな．“窪二稲とは鎖1つた

　　　　　　　　　　　　，　　　　　　　　　。n。　illOl’c　I．　　Tw¢1v巳VL「o！－thiesにして∫1弓轟”轍ll：1せんとし，又肉ら

　　　　　　　　　　　　　　　　　（IV，　ii，　S7－62）　　　　　　　　は・．…入逝斐なはうとする騨riさであちb。娑轍に彼の厚

：1を偲々としで作り，言藥も妙に語源的ズ1：葱叫ミに用いた　　顔1溺三厳しく斗1や購麸1滋にやつけ岡1．る。即ち1’lolo．一

　　り，同一一憲味の雷葉を幾つも艶べたりし　◎｝頒liり然と櫛　　fc：rnesの顔1ゴ：Acittern－－hcacl；th・l　llead　f，h　bodkin；

盤欝』㎞i＿㎞＿k＿蕊盤窯黙雛識瓢ll監ll臨：l
　　　　insinUati・n，　as　it　werc　ill　Z，ia，　in　way　of　eNpli－　　th。　Cllvv｛ld　b。n。　ftl¢e　Cill　tt　fh噛SaiIw（畑卿’s

　　　cati。nl　facere，　as　it　w廿rc　replicatio・㍉・r，　ratliev，　．half－thec…k　in　t・hr。。。hと罵厨｛る。ら肺し淵魏だ

　　　ostentare，　t・sh。w，と玉s　it　wcrc、his三nclinnti。n，一“一・’tlft’“　と費から災われ．る。併’し．Erヒ処で瀟；け．・』締こ廿；1：ジくの｛ゴ

　　　er　his　undressed，　unpolished，　uneducated，unprunod，　　　　葉であるo

　　　unt・・in・d，。・r・the・unletterecl，。・r・th・…t，　π・1・Thls　is　n。t鱒er。us，　nQt窟・nt1L’｝n・t・hunibie．

　　　unconfirmed　fashion－t（⊃i〔ユsort　again　my　haitd　　　BoJet・Alight　for　Monsi¢ur　Judas！it騨r‘｝ws　dar】｛，

＿黙膿覧繊隷な。。と1、痴謬瓢欝M濫欝1儲誌㎞
・． ﾌ特権であると考えている。その図々し憲鳳呆れる程で　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　baitcd．

∫熟鮮伽1卿購如f可にも勿駒で1鵬召　　（v，　、i，．62、一，2，）

．　．Flol．　I　do　d三口e　to＿day　at　the　father，s　of　a　certain

　　　pupil　of　mine；where　if（bofore　repa鼻t）it　shall　　llllちShakespeate　i．；｝1毛女1【｛い1．．九教3〔11（Holofcrnes欧

　　　please　you　to　gmtify　the　tablo　w至th　a｝grace，1　　モのfk：k）に対1．．ても鰻後に｝1｝．　Boy“tや三E女の鷺粟｝こよ

　　　wi11◎n　my　privilege　I　havc　with　the　parents　of　　　・L’／）て一一・ヤの間構な嚢わし．，ているこ、｝：：で｝ibる。：；／｛；につい簡．ご

　　　thc　foresaid　child　or　pupi1，　undertake　your　ben　　　｛よ稔貯論で；述べゾ：二いと、思う。」夙一L穴体教1｛111の　1“lolofernes

　　　vettuto；where　I　wiil　prQve　those　verses　to　be　very　　　と：鱗う人物セこついて路述1．．．たので1』るが，彼｛31単に鄭1寺

　　　unleavned，　neither　savourlng　of　poetry，　wit，　nor　　　の教師の闘刺である1ボかり℃〆～：く，やぱり教師の永久に

　　　invention・Ibeseech　your　soc三cty．　　　　　　　　　　　ぎ寺つ→1冒の護颪重1蝸でもあると鵬｝，：｝Lるo

．． math．　And　thank　yQu　too；for　socioty，．　s；ith　the　　　　　此処に極めで樋切なこの教舗　Holofernesに対する

　　　text，　is　the　happin㈱s　of　life．．　　　　　　　　　T．　M．　Parrotの解を引用し’C妓に1蝿する記述を終り

一IJgi・An姻蝉㎞しext㎜t’nga’1ib’・c°ncl”desたいと思う・

　　　lt・　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　It　is　hard　for　us　to－day　to　appvcc｛ate　the　keenness

　　　〔To　Dull〕’Sir，　I　do　invite　you　too：you　shall　not　　of　Shakcspoare，s　satirlc　charactorization　of　H‘）10－

　　　say　me　hayψα！’cαnerba。　Aivay　l　thc　gantles・are　　　fernes，．bUt　it　would　be　instantly　porc¢ivod　by　his

　　　・・．・h・i・g・隅・・dw・wi11・・。・・rec・…i・n・　・ult・・ed・・di－・f…h・・p・。・h・f・h・P・d・n・・is

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　crammed　with　fragments　speech　of　the　school　dril1，

　　　　　　　　　　　　　　　　（IV・　ii・　152－165）　　　　bi，、。f　L。、i。。。＿、，i。1、　q。，，。ti。。、＿a。d　mi、．

・ごれを読む．と全くその誠刺の鋭さに驚く。そしで彼に謡　　quotations　of－一一・fa・　miliar　verse，　and　stl’illSTs　of　syno一

　　うNathan｛e1の言藥，　　　　　　　　　　　　　　　　　　nyms，　such　as　teachers　wer¢wont　to　hund　out　to

．Nath．工praisc　God　for　you，　sir：your　reasons　at　　　their　pupils。　In　addition，　Holofern¢s　is　inordinately

。・，dinner　have　been　sharp　and　sententious；　plcasant　　　　　vain　of　his　‘gifts，；he　extemporisos　an　‘epituph，　on
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the　deathf・deer　inarlcecl　by・・…L・s・。f・h・　　D。・h・・vi・．・h　lik・en・1・a・・1・91－・・y；

alllterati°n　whidl　w・蹴i・g　rapidly　disca・d・d　by　　A　m…f・・mpl・m・…，wh。m，igh・、nd　w，。。g，

Eti・・becha・p・・・・…d　he　d・vi・…　m・・C1・・f・・　H蹴ch。・e　a・・mpi・e・f・h。i，　m・・i。y，

th°“nt°「t・lin－k・lf　the　Pri・・。・・whi・1・i・1udi－　　Thl・child・f　f…y，・that　A・m・d。　hight，

crously　inuppropriatct　for　a　er｝urtly　sh（）w．　His　self－　　　For　interim　to　oul’studies　shall　relatc

c°mp正ac・n・y　is　heikrh・・n・d　by　the．　flattery・，f・h・　1・hlgh－b。m　w・・d・　the　w。rth。f・many　a　lmight、

igTn。ra・t・u・・t・，　wh。　i・1。・t　il・・dmi・llti…fthe　F・。m　t・w・y　S卿，1。、t　i。　th。　w。，ld・，　d。b。t。．

P・datnt’s‘・…t・1…’antl　praises　f。・G・・d　f・r　th・　H。w　y。・d・1ight，　my　1。・d・，　l　k・・w　n・lt，1；

Pじ¢sc：1co　ill　h｛9・pttrish　of　such　a　mftgter・1－lolofernes　　　　　　But　I　protost　I！ove　to　hear　liini　lie，

i・・p。rtrait　dmwn（・ncc　f…11・f　th。　P・’r。nni・1　A・cl・1　will　use　hin，・　£・・rny　n、inst，elsy．

pedtuit・Th・f舳i・n。f　hls　sp・。・h　has　ch・・μ・d，　　　　　（エ，　i，　・161－－17S）

bu㌃th・spi・it…1…li…　tha　satne，　thnt。f　the　pl・cl・1。n’，　と鼠う1凱：・1翻雛搏つ・晦｝り，簡単に溺と，

hl噤f11fc　a「°“11d　him　an脇゜！’t・1・t　t・・1・‘b・・s・　B・r・A－1・i…・・t・i11・・t・i・…ittrh・・

authorlty　from　uthers，　hぐ〕oks．．　　　　　　　　　　Am乏m　of　fire－！1ew　words，　fashion，s　own　knight．　．．

　次にDon　Advitmc、　de　Armad‘：｝，　a　fantastical、　　　　　　　　　　　　（1，　i，’176－・…177）

S脚i・・dビ拷え融，壕1ばならない・この人物もき旦鋳φ　・a・・；｝，リジーrlに勤と，　lli汝・砥う，　A，・pc、k，蝋

英騨二：齢｛た外llZ！｛’1人と解さねばならない。脚瀞唖国　1ik。・m・1・。f　G・d，s　rnakin9（V，　ii，523）であり，

人が文化的に先進していたItalyやSpail1な見るlll遙は習　　　IleroNvneζo公うbraggrart（v，　i，536）であり，

々馴訊が維1や難袖丁職眺める見力に　｝触m量い所が　A・m・d・醗の…1di。・，・m・n・ft・・v・1，th・th・th・

あつたと思わ：ltる・renaissance発摺iの地で澄〉る　Italy　　　secn　thc　world（V，　i，　1⑪2－3）である。彼1歌pcdant

°Xl）．1　こ二才L更ヒ」i笹く耶～り入叡．ブ1：　Spain　な，　roa磁ssance　：文　　　　　の　H｛〕lofernes　）“：：，

化姻吏入牙1kうとして限が外に向つていた鏑時の英園人　　ta，rm．〔To　Ilol．〕M（）nSiLiuv，；IVEt　you　llot　lettered　？

｝霊或程度の敬意な以瓢τ）℃1眺めていたであろう。其故にそ　　　　　　　　　　　　　　（Vl三，4S）

の様な国・kから来た入逮な，署粛日塞人の一一部の人々が　　　　と瑠ねる様な肉尊心の強い腎である。この男の習藁の特

外国人や二枇韓行1肋の者を寝轍する様に・敬意を以　御こつし・て1溜賂するが，この法螺吹き蹴その頭脚

つて見たであろう。彼導外国入或は外国適の一部に瞬二頭　　　雲llの相手であるE［1舎娘のJaquenettaと極めてromantlc・

の墜虚な癖になかなかの法螺吹一1．剣反騰がttt，　vつたことで　　な10v¢をし，その挙旬にぽNiおe　Worthi¢sのpage－・

あろう。Shakespcareはそうした連中の誰をArmadQ　　　antの最lllに場所も購えず阿最者のCostardとJaque＿

というこの劇の人物に侠つて誠刺したか鳳学藩の幾多の　　　nettaのことで決闘をやることになるが，シヤツがなく

研発にも拘わらず未だ確定して居ないことほE・K・　　　て遂に挑戦に応ずるととが1｛ll来なかつたことなどについ

Chatnbersからの引用燃・二・て前に述ぺた：勘である。　で蹴｝㍑の戯曲の梗概で述’焼働である。

Sh・k・・p・…i沈の｝鐡｛嚇（b…9…）のA・m・d・と　A・m・d。1焔ら称t“C‘　E・・1di・・，・m。。。f・。。v，1，・．t／

紫5人物を当時の英国で人気のあつたイタリヤ劇com－　　that　hath　Secn　th¢w。rldと黛って属ることは既に述べ

2nedia　dell’artcより此のLove’sLabOZtr’　s　Lostに　　た通りであるが，当時この様に外鼠顧c）旅行庸ほどの様

｝励入れたと云わ｝Lている。併しこの人物｝：｝：その原型の　　に渚えられていたであろうか。］Qhn　I）。ver　Wns。nの

1勲失つて・［・・ザベ・朝賦の鍬漁激誠曙　繊した＝：　vザ，・。朝轍文灘泌F＿1、B＿

用癖に対す癩伽的とゐ・つている・この人伽三「三曙　のE・・ay・に囎戚旅行は翻の教齢榔と考えら

灘歌ると・　　　　　　　　　れ，又織者をこは人生糊ゆ一部と見拠れていたので
K”i”g・…0…・u・・，y・u　kn・w・i・h・un・・d　　　ある議婁故に旅儲は人騰験に齢，学問のある人と

With…fi・ed・rav・ller・f　Sp・i・；　　　　見ら才Lていたのである。それでA・m。d。も一一種の

A　m”n三・・U・h・w・・1d’…wf・shi・n・P1・n・・d，　pedanti・・ff・c…i・・，女胴にも学1轍養の泌入闇と

『Th・t　h・・h・mint。f　phra・L－・三・hi・b・ai・；　　麟し，そ才tを街つた気障な人物で励．こ強う人吻、

・One　who　the　musi¢of　his　own　vain　tongue　　　　　に文寸してもや鳳り教蒲1に対すると同様にShakesPeare、
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：til：鎌悪と侮蔑を感じて謝刺の矢を向けたものと思われ　　　性を共等のtopicalな闘刺が潔くyft，いて厭るからであろ

る。併しこれ闘脹述べた通り英國の・：vザベス朝燃　　う・T・瓢Pa・・。tは・

のことだけではなく，珈三の英【鋼の何働賜宋の町あン’L：　Wh・t　Sh・1・espeare　a，　itned　at　i・Love’s　Z’ab・Ul”s　L・st・

．りにも見られれば1≡体にも居るものと脇っれる。洋行す　　　was　SQm¢thing　deepLii’arld　morc　permanont　than

れにごIll‘くなると溌鐸～．る1走、醒力嘗多く，i｛“liも；｛；CS：i．：も　（f旦し学　　　 cont｛｝mporary　‘“Scliuol　t）f　Night’；it　NVtls　the　whole

渚を除く）海外旅雛磁み，所謂「・・ク」なつけよう～二　b・dy。f　p・d・mt・y・affectati。n，・md　f・t’niu1　c。・t・・1

する日本人の多い現状を兇る時それが了ll照出来ると思　　　of　lifc、　which　fle．w　in　th¢facQ〔｝f　1111ttlr｛）．　This

ら．少轍にArm・d・（O・；i＄kな入物翻；こう1した婦日偲1…の　t・nd。・・y　w・・，…・e・haps・岬・ci・lly　d…g。・・tts　in

何れの時代にもin∫れの【珊にも：1⊥討る姿勧己えてShal“・－　Sh・k・・p。・v。’・d・y　wh・n・・th・1・i・・m　f。r　th・n・・wly

spcareがその様な傾陶の狙ミい人聞な｝」風刺したものと結　　　discQVered　c！assics　was　clcgenerating　illt‘．）blind

局港えても驚濃えがない様である。　　　　　　　　　　　　pedantry　and　the　n“w　d¢1i鍔ht　ill　thu　expl（⊃itat萱o：I　c｝f

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　langua解e　、vaS　b1（｝ssorllillkT　into　fnnt　a，　stic　aff“¢tatk，n，

　　　　　　　　　　　　　V　　　　　IL’e、　i、・i、・n。，。ml“n。w，、　i＿，im。，　svli。。、。、、d翻。

　ShakCSPOareのLove’s　Jgabαutr，s　Lostの1週味の中心　　　formaIism　insists　UPOII　a　doctOX，S　degrctc　as　a　Sl：ne　tlτttl

をごのでノ面Ilが1＾～む∬支IZ）削i剛象的：要封ミ，巧妙なる‘一宇藁の駆　　　7ton　for　a　post　in　a　cc〕1！ege　faculty・In　our　day，

麟翫課刺に求めた。とは前述の涌りである．併囎　・・。，the　pa・・i・・f……1・y・f　el　prussi・・is・。

媒iに：対する興昧欧」‘滑に1言大｝告：るもので；ibるうが一般八　　　doubt，　one　of　the　reasons　why　modern　po¢ts　inclulge

に対しては巧妙であるだけに，llDて興ll解さな来ノd／C興　　　in　a　prcciosity　Qf　spoech　uniutelli蜘1c　to　th¢comn1ご〕n

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（：lo）
味を減ずる結累を招剃をしているよ弓である。然るに楓刺　　　　cadcr・

に対する興1廉は益々さ｛些くなつ・ご行くようである。それは、　　とや瞭り　Shakespearcの1讃1刺の永ク）囲…と齢副「liと’1ご拠

　この時・代の背畏が学：渚の研’liに依り益・々明らかになつて　　　fグ1な蟻げて説PJ］してし・る。

来，又この劇中の人物のtopical　allusionsが蕎1婁4であ　　　　併しこうした人閲悟…の永久に持つ一一面が投一1堵ゐ”T・tテ

つたかという興映もf…伝うからであろう。　　　　　　　　　スクな影に陶けられた，颯刺に作晶の：1尋つ臓命の存往輝［［1

　その謝刺の藻が学問とpedantryに向けられて羅るこ　　　凌求めるならば，モ’の作品鳳1映ll斐的入間礁な1礁な階びな

．の戯ll｛｛｝よVValter　Ralcighなしいぐ鱗わしむれば，　　　　　　　｝ナればならぬこと1よ既に述べた通りで：も為。然るにこの
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ゆの
Love，s　LabOUi・ts　Lost　is　a　carnival　of　pedantry．で　　　　｛乍品に幡こそ・れ，がない。此処をここの作li’1llの霊「争つに、磁刺の特徴

　ある。この衛掌者’；1勺熊度は王及び菰【ll二拒盤力最初に学問研　　　を吾幽ls二見る。然らば人間性のこうした影に舶1けられな

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　CLP）
究を企てた特は初期Rcnaissance　の楽観霊嚢の縛微を　　　がら而も関るく人間鎌いの気「張のないCt　CO作晶の｝颯刺は

示し♪又CoperniCUs的新興の自然科学者訂勺特色を擬わ　　　如何なる調刺なのであろうか。管々はJohm　1’alrnar　CD

し，彼等が恋に陥つてからは‘villany，，　romanticism，　　1雛に耳を傾けなければならぬ。

旧来のOptimistic　theory　を奉ずる者；醜の特徴など色　　　　＄hakespeare　w三11　so　easily　lose　the　satirica1　put’pose

　々と嚢わし，ロシヤ入の仮装なした劇の薩後にBerowne　　with　which　hc　started，　and　so　often　prov‘）ke　us　to

磯勲すてデ・灘｝灘しく1’Al　p・d・・t・yとは勲ない　w・nd・・whethe「he　is「iciiculi””・鴉ess　in　his

カ、も矢P牙Lなし・カ§，ヒニれまたpastoral的な一一種のpedantry　　　　　characters　or　sharin嵯　their　intoxicatio・　n・

嫉わしているとも考えられる誕1・S・h。・1m・・t・rの　1・the　c°nduct°f　p1°t　”nd　char“cter　the“u贈「

Holofernes，自ら旅f予者と称するafantast量cal　Spaniard　　　1〈eeps　h…s　wonted　n）et　n　between　sympathy　and　sa　tire・

．はそれぞれのpedft，　ntryを表わ’している。此亭は皆　　　と彼が鱗う様に，最側さ；1ξ口的｝こ人閥の搏つ愚行を面ぐ、．l

Shakespeareと同蒔代の人凍の取つた衝学的態度であつ　　　刺に出発するが終りはその愚行に岡情をよせ“て’いること

たのであろう。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　に依る。それは腿概に示した通り1三，紳士澱1’1乏びArmadG

　　併しこれらのpedantry及び掌問に対するShake一　　　の求婚の一応の成功やHoloferncS　V：対する三E女で養醤麗

・speareの誠刺はtopica1なものではあるが，時代と共｝こ　　　など1こもよく表われている。1．li］ち同瞳と謝刺a二の中間を

消え去るものではなく，現在もなお生きているのであるo　　保つているのである。然らばこの温い笑な唆る課刺と同

それ櫨入間慢の巾に根強く存在する異常性，矛盾性，愚鈍　　　情との中間性賦何故に惹起翻しるのであるうか。Sh．t　ke，一一
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・spea「eは現≒Eから遊顯・た不灘全な掌：甥や，如阿ゐ：る学　th・n・w　kind・f　1…1・inμ，　dealing　n。・1・nge・with

間に従事しようが不自然な一一切の戯rlや衛学㈲蝦獄寸　di・i・・a・d　hum・・v・1・。、，　mi箕h，1。。，。、、　tl，。、。ci、1

　しては非常なる嫌悪を態じた。そうした学問や態度蓬i．簿　　bonds　which　unitu　manl｛illd，＿．．＿＿＿＿…

つ具体的な現実の人瞳疑タ恥て題より翻1作のrtsター　P・・h・p・s・rnething・f　thi・　was　al…dy。i・ible　t。

　1’を切る・併しそうし：1と二現実の蟻象や人物に彼は決して　　　⑪ne　whQsc　eye　could　pi。rce　to　t・the　prOPh面c　sou！

捉牙・れなかつた・1紬1・魁1像力翻かし・。繍のノ・物や　。f・h、，　wid。　w。，ld，　d＿i。9。。，｝，i。騨，，。。。，諭．

’搬雪勲創作して行つデ・二・そして創造された人il・m　M：さ　とF．　A．　Y・…転つて鵬が，ノ眉三（・蝶やli“i　tlYlか

　ながら活ぎた人物の如くに作品に於て活動サる。そこに　　　ら離れた極端な観愈的な学問や倒・群など力有、lfなこと欧

鰍敵の傭耐つ賦・i祉永久儲羅の馴ヨ蜆　趣の現に牒づ・る所で腕が，Sli。k。、！ti，、，、淵捌

嗣こと酬勅・t，）FL・1・if”vxこうした制頗i捻る人物　の垂馳厭斡1鵬・・縄1に珊三臨…・・ご螺騨君1で

　の愚行に綴1刺を投げかけるだけに止つたのではなし・。「翼　　　も作り出し，科贈が逆に人聞症填∫奪己し悩ます誠つて了つ

夏の物夢」に齢Puckが”VSTh・・f・・ls・h…m・・一　ゾ・20世紀醐糖伽｛・もi．｛臆・C1敵児たら1鋼と溺

‡als　be”・（III・ii，115）｝・・ii’つゾ講・・鮒醐＠であ　だろうか．この人肋一大愚そ予に撫襯鋤　聾を飛e：，r　－s’

．る。より高ぎ所より紳の様な心を以つて人物の慰行に対　　　ことだろうかΩ父そ矛しを諮りとし，気膜る人聞灘に陶つ

　1ノて興味と同時に愛悩や同情な感じ氏二のである・そしで　　　て㌧は何と鱗うだろうかロ

　その気持を作品に溜透させているのてある・この様に膨　　　　　　　　　　　　　　　　　　（195斗．9．5）

　えると・この作晶の1亭つE・1，la刺の時代悟i，永久ll生，暫遍挫

と共にそ醐蝋や秘さの1糊が脈，そ輔1刺嚇　　　　鋳及び引用燃
殊から『’脚灘Uへ醗婆兇1・てい姻lihも説・り3泣・くと　儲，」、り刎ll加、・rh。　A，d、，。　Ecll，i。。、，　Ri、h、，d

思泳る・轍㍑の儲’・醐刺・・対無な・・ている学　D・vid赫　のL。v。・、　L、t）。。，・，・L。，，々。働。

隣蜘何な礪獅塔ξ・1｝男で；1Z，つたカ・初人伽・壽　…煙　ωS・・ph，n　Gwy，、n、　Th，　M、，，＿t’E。gli＄1ユ

あつたかと鋼ような徽三を1縮に蹴…賄湖と1…’t：　　Li・蝋鵬PP．　cts－‘tc）．

も肉ll‘i脳Sh・k・・P・・…の想働｝・依雛　1・な・急轍　（Z）T．　M．　P、・，。・、＄　h、k。、1、e＿。　C。、。，dy，　P．120．

廟・久｝こ不礁』亀凝労と・帰する繍・嫡こ摺・明　（8）M．C．　B，、db，。。k、　Sh、k、、p，＿。d　Eli：4’ab。tha。

・瞭で紡う・　　　　　　　　　　P。，・，y，P．212．
　とのf臨嘲刺の特1・女及びその対象に就いて以上の｝説　ωF．A．Y・・…AS・・dy。fl．。v・，・L、b。。，・、・1．。、、，

朋が果して勲1であるならば・S・k・・p・a・・灘1刺の・矢墳　　P．162．

放つために1脚ている：翻臥・かなるものであつたので　（5）F．E．1－1・llidl　y・Sh、k。・p、。，＿d　Hi，　C，itics，

．2bろうか，。そ牙tほnatureと入生のrealityとを覆んずる　　　　pp．355－361．

立場と云うことが闘∈」：う・こ碗・・易に立つ　鍬不自然　（6）The　H…yl・vi・9　gp　hake、p，。r。，　V。1、1，　LLL．

1さや入闇性に即しない学問豊⊃嫌い，気1反りや衝学約態度　　　　　Intr．　PP．4＿S．

を憎み・懸さ・素オ槌，輔さ・或鵬襖や難や．誕　（7）T．M．　P・rr…Sh・k。・p，・・e、n　C。m。dy　PP．124＿

知を重んずるであろう。こういう立場を取る人は人生の　　　　125．

真の檀鍛化猫事象の中に珊曜せんとす碩剛な　（8）斎繭著、シ＝4。。賞棚三，10頭，

探究的な精神の人間である。人坐とはこの劇の終りに歌　　（g）Cazamian　and　Gwynn：AHistory。f　English

われている春（郭公鳥）と冬（樂）の両者よりなるが，　　　　Literature，　PP．412＿4・13．

．この両者を闘く原理と実体を掴もうとする人である。こ　　　⑩　AllaClyce　N｛col1：Shakespeare，　p．20．

の様な躍の人は人生嚥｛itiiカ・ら遊離した学問に魍け　ωB．　lf・・E・・ns・Th・Lang・2tgL－。f　Shakc，p，、，，，。

・ることは愚行と見．1故すのである。否寧ろ人間に．有書であ　　　　 Plays，　p．1．

ると見るであろう。　　　　　　　　　　　　　　　働Moulton：The　Modern　Study　of　Literature，

　Bacon，　with　his　face　turned　towards　the　future　　　　　　　pp．　360－－361．

、and　the　new　world　which　was　to　spring　from　the　　　㈹　Lytton　Strachy：Elizabeth　and　Essex，　p，9．

11ew　sc｛entific　1earning．　Shakespeare　doubted　Iest　　ω　Edward　Dowden　：Shakespea，　re，　A　Critica1
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　　　Study　of　His　Mind　and　Art，　pp．62－63　　　　　鋤　E．　K．　Chambcrs：William　Shakcspearc，　vo1．

㈲　Richard　David：Love，s　LabQur，s　Lost；　lntr．　pp．　　　　　1，p．336．　　・

　　　XIII－X・V　　　　　　　　eS）T．　M．　Par，。・、　Sh。k。sp＿n　C。mcldy，　p．124軸

（1Si　Th・。d・・e　Sp・・ce・・S1・・k・・p・a・e・h・N・…。。f　㈱丁・h・DQv・・Wi1・。・・Lif・i・Sh・k・・p。・r。…

　　　M叫pp．17－・一一・18。　　　　　　　　　　．　　　　　England，　pp．67－69．

勧．E・M・WTiUy・・d・T1・c　Eli・・b・・h・・W。・ld　　鋤M．　C．　B・adb・。・k・Sh・k，・p㈱a。d　Eli撒b。，h瞭
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